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１．議事日程 

  〔令和２年第２回安芸高田市議会６月定例会第９日目〕 

 

                             令和２年 ６月１７日  

                             午 前 １ ０ 時 開 会  

                             於  安芸高田市議場  

 

日程第１  会議録署名議員の指名 

日程第２  一般質問 

 

 

２．出席議員は次のとおりである。（１８名） 

    １番    武 岡 隆 文     ２番    新 田 和 明 

    ３番    芦 田 宏 治     ４番    玉 井 直 子 

    ５番    山 根 温 子     ６番    前 重 昌 敬 

    ７番    石 飛 慶 久     ８番    児 玉 史 則 

    ９番    大 下 正 幸    １０番    山 本   優 

   １１番    熊 高 昌 三    １２番    宍 戸 邦 夫 

   １３番    秋 田 雅 朝    １４番    塚 本   近 

   １５番    金 行 哲 昭    １６番    青 原 敏 治 

   １７番    水 戸 眞 悟    １８番    先 川 和 幸 

 

 

３．欠席議員は次のとおりである（なし） 

 

 

４．会議録署名議員 

    ８番    児 玉 史 則     ９番    大 下 正 幸 

 

 

５．地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名（１５名） 

  市 長  児 玉   浩  副 市 長  竹 本 峰 昭 

  教 育 長  永 井 初 男  総 務 部 長  西 岡 保 典 

  企 画 振 興 部 長  猪 掛 公 詩  市 民 部 長  宮 本 智 雄 

  福祉保健部長兼福祉事務所長  大 田 雄 司  産 業 振 興 部 長  重 永 充 浩 

  産業振興部特命担当部長  行 森 俊 荘  建設部長兼公営企業部長  平 野 良 生 

  教 育 次 長  福 井   正  消 防 長  土 井 実貴男 

  総 務 課 長  内 藤 道 也  財 政 課 長  高 藤   誠 

  政 策 企 画 課 長  河 本 圭 司 
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６．職務のため議場に出席した事務局の職氏名（４名） 

  事 務 局 長  森 岡 雅 昭  事 務 局 次 長  佐々木 浩 人 

  総 務 係 長  國 岡 浩 祐  主 任 主 事  岡   憲 一 
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～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前１０時００分 開議 

○先 川 議 長  定刻になりました。 

 ただいまの出席議員は18名であります。 

 定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

      日程第１ 会議録署名議員の指名 

○先 川 議 長  日程第1、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第86条の規定により、議長において8番 

児玉史則君、及び9番 大下正幸君を指名いたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

      日程第２ 一般質問 

○先 川 議 長  日程第2、一般質問を行います。 

 一般質問の順序は通告順といたします。 

 質問方式は一問一答方式とし、1議員当たり質問時間は30分以内でご

ざいますが、執行部からの逆質問に対する答弁は、持ち時間に含まれま

せん。 

 なお、1つの質問を終え、次の質問に移る場合は、「次の質問に移りま

す」等の発言をし、明確に分かるようにお願いいたします。 

 それでは、質問の通告がありますので、順次、発言を許します。 

 2番 新田和明君。 

○新 田 議 員  皆さんおはようございます。 

 2番、新田和明でございます。 

 通告に基づき、大枠3点について質問いたします。 

 まず、質問に入る前に、このたびの新型コロナウイルス感染症におい

て、医師や看護師、また医療従事者の皆様が感染の危険を顧みず、昼夜

を徹して対応に当たってくださっていることに心から敬意を表し、感謝

申し上げます。 

 本市におきましても、新型コロナウイルス感染症拡大により、自粛規

制となり、小売業、飲食業の商店を初め、多くの会社や個人事業主が影

響を受けました。また、個人においても同様であります。市長、副市長

を初め、多くの職員で対応していただいている特別定額給付金や本市独

自の事業継続応援金など、早期の対応に感謝申し上げます。 

 それでは質問に入ります。 

 会計年度任用職員と職員の働き方改革について、令和2年4月より地方

公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律により、特別職、非常勤

職員及び臨時的任用職員の厳格化を行い、会計年度任用職員制度と移行

することとなりました。国は、働き方改革として、柔軟な人事管理や勤

務条件の改善による人材確保に資するため、フルタイムでの任用を積極

的に活用するよう働きかけております。 
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 単に、財政上の制約を理由として、合理的な理由なくフルタイムの任

用を抑制することは、適正な任用、勤務条件の確保という改正法の趣旨

から不適切としております。 

 そこで、本市において、会計年度任用職員のパートタイムやフルタイ

ムの人員の配置基準や、採用の課題として、所得格差、また今後の方向

性について伺います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 児玉浩君。 

○児 玉 市 長  ただいまの「本市における会計年度任用職員のフルタイム、及びパー

トタイムの人員配置や、採用の課題、今後の方向性」についての御質問

にお答えいたします。 

 本年6月1日現在、本市では、育児休業中の職員代替等の常時勤務を要

する職にフルタイム任用の会計年度任用職員を6名、その他業務を進め

る上で必要な職にパートタイム任用の会計年度任用職員を142名、全体

では148名を任用しております。 

 採用については、原則公募を行った後、面接により選考するものとし

ておりますが、制度移行から間もないことから、必要な見直しについて

は随時行うことといたしております。 

 会計年度任用職員は、地方行政の重要な担い手になっており、なくて

はならない存在であると認識をいたしており、今後も常勤職員だけでな

く、会計年度任用職員の力を活用しながら、様々な行政サービスを提供

したいと考えております。 

 御理解を賜りますようお願い申し上げます。 

 以上です。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 2番 新田和明君。 

○新 田 議 員  全員で148名ということでの答弁でした。全体の職員数からいえば、

かなり多くの方が、今回雇用という形になっていますので、今年度が初

年度ということもありまして、様々な課題等、まだまだ今から出てくる

と思いますので、どうかしっかり掌握していただいて、次年度への課題

としていただければと思います。 

 次の質問に入ります。 

 第4次安芸高田市職員適正化計画の中で、時間外勤務手当の、先ほど

市長が少し言いかけられましたけれども、推移に課題があると私は考え

ます。平成29年度は、時間外勤務が約3万時間、手当が約8,800万円、平

成30年度では時間外勤務が約3万2,000時間、手当が約9,100万円の推移

であり、平成26年から毎年上昇傾向にあります。職員適正化計画により、

職員数が年々減少する中において、業務量の削減が進んでないことや、

複雑な社会情勢への対応が激務となり、それに伴い時間外勤務がふえて

いる状況にあると私は思います。 

 そこで、職員の働き方改革を積極的に取り入れることや、時間外勤務
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による体調面を配慮することにおいて、時間外勤務を削減し、会計年度

任用職員制度を積極的に導入するお考えについて伺います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 児玉浩君。 

○児 玉 市 長  ただいまの「会計年度任用職員の積極的な導入」についての御質問に

お答えいたします。 

 議員御指摘のとおり、平成29年度以降、職員の時間外勤務、時間数、

及び手当額は増加傾向にあり、大きな課題であると認識をいたしており

ます。 

 高度複雑化する行政サービスへの対応や、度重なる自然災害への対応

等が増加原因であると捉えております。時間外勤務時間の削減に向けて

は、事務の効率化を進めるとともに、職員の能力開発だけでなく、会計

年度任用職員の効果的な配置を含めて検討していきたいと考えておりま

す。 

 御理解を賜りますようお願い申し上げます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 新田和明君。 

○新 田 議 員  適正な配置ということでありますけれども、時間外勤務により、職員

が疲弊するということ、これはまずあってはいけないということを私は

思ってます。職員本人も、満足いく仕事もできないんじゃないかなとい

うふうに思います。そのことによって、市民の満足度も向上につながっ

ていかないように、私は思っております。 

 時間外勤務の多い担当課の職員の業務量調査や、それから人員の精査

など、市長も先ほどおっしゃいましたが、しっかり行っていただきたい

と思います。 

 また、過去、同僚議員の一般質問にもありましたが、会計年度任用職

員の雇用で、新たに本市の人材を掘り起こすことが、雇用の創出につな

がり、人材育成の観点から積極的な考えを持って労働環境の整備を行っ

てはという質問もあったかと思います。私もそのように思っております。 

 今年度初めて、会計年度任用職員制度がスタートいたしましたので、

きめ細やかな雇用契約により、雇用条件、採用基準の明確化や一人一人

の面談、またアンケート調査など、しっかり行っていただいて、来年度

については、それらの内容をもとに、新たな体制の確立で職員の時間外

勤務を減少することを期待しております。 

 次の質問に入ります。 

 本市の職員で18歳から39歳が全体の約30％の状況であります。今後10

年後を見据え、職員や会計年度任用職員の採用についてのお考えを伺い

ます。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 児玉浩君。 

○児 玉 市 長  ただいまの「職員や会計年度任用職員の採用」についての御質問にお
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答えいたします。 

 職員の定数管理については、第4次安芸高田市職員定員適正化計画に

より、平成31年度から令和10年度まで10年間の計画を立てて、実施をい

たしております。 

 合併後しばらくの間、職員の新規採用を抑制していたことにより、職

員の年齢構成は偏在化しておりましたが、現在40歳代前半までは平準化

してきている状況でございます。今後におきましては、豊富な行政経験

を持つ多くの職員が定年退職を迎えていくことから、行政運営を維持す

るためには、社会情勢や財政状況を踏まえ、計画的な職員採用を行うと

ともに、会計年度任用職員の効果的な配置を検討していきたいと考えて

おります。 

 御理解を賜りますようお願いを申し上げます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 新田和明君。 

○新 田 議 員  効果的な配置をということで、市長答弁だったと思いますが、今の若

い世代は永久就職を考えないとか、また自分の能力を本当に試したいと

いう若い人材がいっぱいいます。どうかその辺をしっかり見極めていた

だいて、職員採用、もしくは会計年度任用職員の募集のときには、そう

いったことをもとに、しっかりと面談なり、面接なりしていただいて、

しっかり育てるという形を行っていただきたいと思います。 

 また、就職氷河期と言われる今の40代前後の世代が、すごくキーワー

ドとか、キーポイントと私は思っております。どうかその世代を重点的

に育てるということと、募集をかけてみるということも一つのやり方か

なと考えておりますので、その辺どうか考慮いただきたいなと思います。 

 次の質問に入ります。 

 職員や会計年度任用職員の研修について伺います。 

 特に、新卒採用で雇用する職員に対し、民間企業への1日体験研修な

ど、取り入れられたらいかがでしょうか。事業主の考え、業務内容、仕

事に対しての心構えなど、実務体験することで本市の実態をつかむ機会

にもつながると思います。 

 そこで、本市では、安芸高田市人材育成基本方針に基づき、自治体間

の人事交流や派遣研修など、積極的に行い、職員一人一人の自己啓発に

取り組んでおられますが、今後の展開についてお考えを伺います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 児玉浩君。 

○児 玉 市 長  ただいまの「職員研修」についての御質問にお答えをいたします。 

 本市においては、職員の能力開発を目的に、県や関係機関への派遣研

修、国や県の機関を利用した研修、その他市の独自研修を実施してきて

おります。 

 本年度の具体的な取り組みといたしましては、建設業務に携わる職員

の養成のための広島県との人事交流、警防活動の指揮等が担える職員養
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成のための広島市との人事交流等を行っております。 

 議員御提案の民間企業での体験研修等は、他の地方公共団体において

職員の意識改革等を目的として実施している事例もございますので、手

法について研究していきたいと思っております。 

 職員の人材育成は、行政運営の基幹になるものと捉えており、今後も

継続して職員研修を実施していきたいと考えております。 

 御理解賜りますようお願い申し上げます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 新田和明君。 

○新 田 議 員  県への交流は既にされておるということと、あとは政令市の広島市も

一部されとるということで、分かりました。 

 私は中核市と言われる東広島市、例えば福山市と、ここは過疎地と言

われる田舎を抱えております。なおかつ中心街にとても大きな都市部を

持っております。そういった地域にも派遣しながら勉強していくという

ことも一つのやり方かなと思います。 

 また別の角度だと設計や見積り、現場の進捗状況や、例えば実物と名

称がこれが合ってるんだろうかと、いうようなことを理解していくため

には、建設業など特殊な仕事、本市が業務委託している業者の仕事の内

容も一定程度理解しておく必要があると思います。今後様々な角度から

研究いただき、特に若い職員が自信を持って業務にあたれる仕組みを構

築されることを期待しております。 

 例えば私がいた民間では、二重チェックはもちろんやってました。プ

ラスの第三機関と言われる、私のところ上の代理店が抜き打ちで来て、

二重チェックちゃんとやってるかとチェックしております。それくらい

やって初めて、失敗が少ないということも理解してますので、そのこと

で新入職員とか、そういった方々に反対に自信を持つというか、失敗を

させないということもリーダーとしての在り方と考えますので、どうか

その辺もしっかり考えていただき、新たな研修を構築されることを希望

しておきます。 

 次の質問に入ります。 

 昨年6月、第2回定例会、同僚議員の一般質問の中で、平成19年3月に

策定された人材育成基本方針について取り上げられ、執行部から現在の

社会情勢にあった中身に変えていく必要があるとの答弁だったと思いま

す。現在の社会情勢にあった法律や、情報など、インターネットの仕組

みを利用した内容の展開で、さらにブラッシュアップされ、今年度が改

定の御予定かなと思っております。 

 民間では、コンプライアンス研修、新人職員研修、さらに社員の10年

未満、中堅、ベテランに分け、ｅラーニング方式で企業理念や法律の変

化、社会情勢等遠隔教育を行い、本部一括管理で社員の状態を把握し指

導していると聞いております。 

 職員研修の簡素化や緊急時連絡の徹底等に、総務部で行われているｅ
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ラーニング方式やＬＩＮＥＷＯＲＫＳの仕組みを全職員向けに導入する

ことで、職員の働き方改革の一助になると考えます。導入に向けてのお

考えを伺います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 児玉浩君。 

○児 玉 市 長  ただいまの「職員研修の簡素化など」についての御質問にお答えいた

します。 

 議員御指摘のとおり、職員研修や緊急時の連絡徹底等にＩＴ、ＩＣＴ

を活用することは、業務の簡素化につながり、働き方改革の一助になる

と考えております。 

 本市におきまして、従来からの職員研修の一部へｅラーニングを取り

入れているところでございます。また、このたびの新型コロナウイルス

感染症対策においても、私を含む幹部職員間の情報連絡にＬＩＮＥを活

用するとともに、本庁と支所間でＷｅｂ会議を実施するなど、ＩＣＴを

活用した取り組みを行っております。 

 今後の本市の研修において、従来型の研修だけでなく、ｅラーニング

研修の実施など、ＩＣＴの利活用を行い、柔軟に対応していきたいと考

えております。 

 御理解を賜りますようお願い申し上げます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 新田和明君。 

○新 田 議 員  ＩＴやＩＣＴをしっかり使っていくという答弁だったと思います。 

 コンプライアンス研修、先ほどちょっと触れましたけれども、コンプ

ライアンスとは、法令を遵守することであり、守るべきルールでありま

す。民間ではスマートフォンを使って、研修動画を作成し、視聴するこ

とを義務づけている会社もあります。また、ｅラーニング方式、先ほど

市長もおっしゃっていただきましたが、インターネットを介して接続を

行い、質問に対し、答えが正解するまでやり続けるシステムであります。

受講者が何を見て答えても構わないと。インターネット上でのこれは取

り組みになりますから、イメージだけでちょっと考えてみてください。

受講者は何を見て答えてもオーケーとし、学習することを目的として、

課題の対応力や業務の知識を身につける仕組みであります。 

 また、ＬＩＮＥＷＯＲＫＳ、先ほどＬＩＮＥＷＯＲＫＳのお話はなか

ったんですけれども、ＬＩＮＥとの違いがちょっとありますので。ＬＩ

ＮＥＷＯＲＫＳとは、大手企業や団体は既に導入されているところが多

く、送信側がパソコンで一括管理が可能で、緊急時一括送信や既読がな

らない、確認していない職員の把握ができ、ｅメールと異なり、早期の

フォローが可能となります。 

 先ほど職員でＬＩＮＥを使っていただいとるということでありました

けれども、一般的に皆さんが利用されているＬＩＮＥと異なる点は、定

期的にパスワードを強制的に変更してくださいという通知が来ます。そ
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れによって他からの侵入を防ぎ、情報漏えいになりにくいシステムであ

ります。ぜひ検討いただき、現在の社会情勢に合ったシステム導入を期

待しております。 

 ここで市長に提案です。 

 市民とのトラブルや経験の少ない職員のために、職員間の連絡を強く

する仕組みを考えてみました。支所や本庁で市民からの相談や対応した

案件、また地域の要望など、職員が共有していくことはできないでしょ

うか。ネットワークを利用し、内容の進捗状況を閲覧できる仕組みであ

ります。一部の利用は現在行っておられるとは思いますが、長期の相談

案件が苦情にならないために、全職員が共有できる仕組みが必要と考え

ます。そうすることで、市民と行政の信頼感やさらに職員のストレス軽

減となり、最終的には市民満足度向上へとつながると私は思います。 

 市長のお考えを伺います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 児玉浩君。 

○児 玉 市 長  職員の情報共有についての質問でございますが、現在でも職員間のメ

ール等ではやってるところでございますが、議員御指摘のとおり、さら

にこれを進めることによって、様々なトラブルの解決につながるものと

いうふうに思っております。 

 実際に大きな組織と比べてみますと、大きな組織はそれぞれの組織か

らいろんな苦情とか問題を吸い上げられておるということで、指導する

立場としても、その辺を情報共有することによって指導がきっちりでき

ておるということがございます。 

 今後様々な課題も浮き上がってきます。悪質なクレーム対応等も行政

の課題となってくると思いますし、コンプライアンスの面でもお互いに

情報共有をする。このことは非常に大事だと思いますので、今後取り組

んでまいりたいというふうに思っております。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 新田和明君。 

○新 田 議 員  しっかり情報共有をしていただきながら、民間でもフランチャイズの

お店はやってます。ほぼこの方と思われる方がこんな苦情をおっしゃっ

たということを記録し、次の店に行かれてもきちっと対応ができると、

そういったことはやっぱりサービスにつながります。ただ、コンプライ

アンスという部分で言うたら、情報漏えいを絶対しないと、しない仕組

みをそこにつけるということが最も重要だと思われますので、どうかそ

の辺はしっかり御検討いただきたいと思います。 

 また、ここにいらっしゃる執行幹部の方は、既に御存じだと思います

が、今月から職場でのパワーハラスメント防止が大企業に義務づけられ

たのに合わせ、国家公務員のパワハラ対策も本格化します。パワーハラ

スメントとは、同じ職場で働くものに対して、業務上の地位や人間関係

など、職場内での優位性を利用し、業務の適正な範囲を超えて精神的、
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肉体的苦痛を与えることなどをいいます。 

 人事院規制では6月1日に施行され、カスタマーハラスメントと呼ばれ

る悪質なクレームへの対応も示されました。新たな規制では、相談体制

の強化、相談を申し出た職員が不利益をこうむることがないよう整備さ

れる予定と聞いております。パワハラで相手を精神疾患に追い込む、極

めて悪質な事例には免職を含む厳しい処罰が課せられるとのことであり

ます。また、カスタマーハラスメントとして、行政サービスを利用する

一般の方に対しても対象とし、窓口相談など思いどおりにならなかった

り、待ち時間が長かったりしたとき、具体的には威圧的に理不尽なこと

を言われる、暴力を振るわれる、土下座の要求など、新たな規制では行

政サービスの利用者が度を越す要求を行い、対応した職員から相談があ

った場合、上司が同席するなど、組織として今後は対応を行うこととな

ります。 

 職員がいきいきとやりがいをもって働く環境の整備について、市長は

どのようにお考えか伺います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 児玉浩君。 

○児 玉 市 長  議員御指摘のコンプライアンス、また悪質なクレームへの対応という

ことでございますが、マスコミ等で報道されております情報によります

と、新たな法律も制定をするということと、また、ささいなことにクレ

ームをつけて、職員に対して、また従業員に対して、違法であると思わ

れるような行為をするというカスタマーハラスメント、こういった事例

が多く報告をされております。 

 行政におきましても、職員に対して上司が先ほど質問にありましたよ

うに、上司が適切に職員との対応を行っていく、またコンプライアンス

対応等も考えて、そういった対応のできる職員を置いていく、こういっ

たことも必要であろうと思います。 

 職員の働きやすい環境をしっかりと整えてまいりたいと思います。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 新田和明君。 

○新 田 議 員  しっかり安芸高田市の市の職員間、また来られる市民の皆さんに対し

ても同じサービスを受けられて、苦情があったら、やっぱりそれは違い

ますよということで、やっぱりそこは職員のここにいらっしゃる幹部の

方が先頭を切って、まず現場に出ていっていただき、そこはやっぱり対

応するような覚悟を決めていただいて、どうか一人の職員も辞めさせな

いという決意の中で、どうか新たな執行をやっていただきたいなと思い

ますので、どうかよろしくお願い申し上げます。 

 次の質問に入ります。 

 高齢者の働き方改革について。私は3月、ある介護施設へ訪問させて

いただきました。そこでは介護人材の負担軽減のため、介護と支援業務



35 

を分業することにより、効率よく効果的になると聞きました。介護人材

が大変不足している中において、介護人材が身体介護の支援業務に専念

するため、この分業体制で働き方改革を始められたとのことでありまし

た。 

 注目すべき点として、分業支援の仕事で、65歳以上を雇用の中心とし、

週15時間程度の勤務体制であります。国の動向としては、高齢者に対し、

年金受給の方向性を人生100年時代に対応した見直しとして、選択肢を

広げたところであり、現在65歳を原則として、60歳から70歳までの期間

を選べるようになっております。 

 今後はさらに75歳まで受け取りを遅らせることが可能となり、受け取

り開始が遅いほど、受給額がふえるような仕組みであります。意欲ある

シニア層が積極的に就労することが期待されております。 

 そんな国の体制の中、事業所で働く方のお声を直接聞いてまいりまし

た。自分の経験を生かすことができる。体が動くまで社会貢献したい。

仕事で体全体を動かすことによって健康になった。入居者から感謝の言

葉を頂きうれしいなど、お話を聞かせていただきました。 

 そこで、2030年に向かって、高齢者が増加していく中において、本市

の積極的な高齢者の働き方改革へ向けた取り組みについて伺います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 新田和明君。 

○新 田 議 員  その次、続きがありますので申し訳ございません。 

 また働く機会の創出で高齢者が元気になり、さらに保険医療費の削減

にもつながっていくとも考えます。官民一体となっての今後の取り組み

の支援体制と高齢者が働く機会の創出へ向けて、支援体制のお考えを伺

います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 児玉浩君。 

○児 玉 市 長  ただいまの「高齢者の働き方改革」についての御質問にお答えをいた

します。 

 本市の高齢化率は、6月1日現在で39.5％に達し、少子高齢化が進行す

る中、高齢者の働く機会と生きがいの創出は大変重要な課題と認識をし

ております。 

 また、議員御指摘のとおり、介護人材が不足している中、身体介護を

行う職員とは別に、掃除や洗い物などの軽作業を行う高齢者の方々を雇

用されている介護施設もあると伺っております。 

 元気な高齢者が可能な範囲で就労されることは、人材不足解消への取

り組みとして、また高齢者自身の健康や生きがい対策として、とても大

切なことであると思います。 

 このため、自主・自立・共働・共助を基本理念とするシルバー人材セ

ンターの活動を支援するとともに、市役所内に設置しています、しごと

応援窓口を活用し、高齢者の経験や能力を生かして、ニーズに応じた多
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様な就労機会を提供する体制の構築を進めてまいります。 

 御理解を賜りますようお願いを申し上げます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 新田和明君。 

○新 田 議 員  ほぼ理解していただいてるんで、もう一度内容が重複するかもしれま

せんけれども。 

 入居者の身の回りのお手伝い、施設全体の簡単なメンテナンス。先ほ

ど市長もおっしゃいましたが、さらに備品関係の調整などを行うことで、

業務内容、介護人材の負担軽減にも確実につながっていることを聞いて

おります。この分業を行うことで、少人数の介護人材の効率化を勘案し、

さらに高齢者の働く機会を創出します。先ほども言いましたが、健康寿

命の延伸につながり、医療費の軽減へと進んでいくことも考えます。 

 実証事業として、官民が一体となって取り組む必要があると考えます

が、先ほど市長おっしゃいましたけれども、ハローワーク、またシルバ

ー人材センターですね。公的な機関がバックアップして、全面的に応援

してるということでも理解はいたしますけれども、あえて、市のほうが

ほかの形で、先ほどのしごと応援窓口ということもありますし、いろん

な角度から再度応援していただいたら、確実にこの施設にそういった

方々が雇用に行かれるかなと思います。 

 また直接話を聞いたところ、その事業所が直接雇用したいと言われる

ところがありましたし、なおかつシルバー人材センターというのがすご

くいいところで、ここからももちろん来られてるし、それとはまた別な

角度で、直接自分の事業所の思いを伝えたいという話も聞いております。

その辺をしっかり検討いただきたいなと思っております。 

 また、提案ですが、地域振興会に依頼されてみたらいかがでしょうか。

以前から議論がある年金プラスの2万円以上となり、高齢者の所得向上

に必ずつながっていくと考えます。市長この辺はどのようにお考えか伺

います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 児玉浩君。 

○児 玉 市 長  雇用の創出に向けてということでございますが、先ほども答弁申し上

げましたが、ハローワークやシルバー人材センター、市のしごと応援窓

口等々で対応できるということでございますが、地域振興事業団に対し

ての要請については、今後の検討課題として受け止めたいと思います。 

 以上です。 

○先 川 議 長  引き続き答弁を求めます。 

 副市長 竹本峰昭君。 

○竹本副市長  先ほど市長の答弁の中に事業団と言われたんですが、市振興会の間違

いであると私は思ってます。 

 ただ、今ですね、働き方改革という考えの中にあって、多様な働き場

所も創出できる環境もある程度あるんじゃないかというように思ってお
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ります。そういった中に、地域振興会でも今議論いただいてますように、

地域の中でいろんなお金が回る仕組みをどのようにつくっていけるだろ

う。そういった形で去年度から各振興会のほうでもいろいろ議論いただ

いて、どのような形がとれるかは今検討もさせていただいとるところで

ございます。そういった活用もぜひやっていきたい。 

 さらに、今回道の駅ができました。高齢者の人にとったら能力として、

私は野菜つくるのが上手である。道の駅の産直市の中に、そういったも

のを出荷し、そこの中で一定の収入得ていく。そういった仕組み、また

多様なシルバー人材センターの中の活用、また福祉等の場での雇用、そ

ういった多様な形を使っていただく中で、市としてもいろんな支援がで

きるところはさせていただく中で、やっぱり生きがいのある、また働く、

自分の能力を生かせる場をより多く対応できるように、これからも検討

していきたいと考えております。 

 以上です。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 新田和明君。 

○新 田 議 員  様々な形で、高齢者の方、今高齢者と言っても、65歳じゃお若いんで、

シルバーという言い方が本当はいいんかもしれませんけれども、どうか

そういった方々が力を出せる、そうした市としてはあくまでもバックア

ップしてるよという覚悟の中で、どうか地元で協議ができたらなと、そ

んなふうに思います。公的年金では6万5,000円、厚生年金だともっとあ

ると思うんですが、そこに幾らか稼いで、それを本当に孫に小遣いやり

たいんだというようなことを、実態で聞きますので、どうか市としても

バックアップ体制をとってくださることを、ここで希望しておきます。 

 次の質問に入ります。 

 ホームページについて。ホームページは個人や各種団体、企業などが

個性豊かにＰＲや取り組みなどの発信が可能で、ページ更新が瞬時に行

うことができる便利なツールであります。民間企業は特に重要視してい

ます。なぜならば内容によって、会社の印象を左右し、小売りで言えば

売上げなどにも大きな影響を及ぼします。会社面接や会社訪問などには

必ずホームページを閲覧し、確認した上で行動や、まず戦略を立てると

いうことをやっております。 

 安芸高田市のホームページの閲覧状況と取り組み課題、また今後の展

開について伺います。ホームページは本市の玄関口であり、市観光施設

とのリンク、行事やイベント告知、またバナー広告の件数アップなどに

スピード感ある対応や、正確で熱意の伝わるページ作成が求められてい

ると考えます。 

 さらに動画による力強いメッセージの発信や、印象的な画像の提供な

ど、イメージ戦略も今後は求められていくと思いますが、お考えを伺い

ます。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 
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 市長 児玉浩君。 

○児 玉 市 長  ただいまの「ホームページの閲覧状況と取り組み課題、今後の展開」

についての御質問にお答えをいたします。 

 本市では、ホームページの多言語対応、災害専用トップページの新設

等、積極的かつ分かりやすい情報発信に努めているところでございます。 

 さらに、アクセス頻度の高いコンテンツにたどり着きやすいページ構

成にも努め、ホームページへの閲覧件数も年々増加傾向でございます。 

 多くの情報を伝えることができ、視覚と聴覚に訴えることでイメージ

しやすい動画の活用は行政への理解、地域愛の醸成、移住・定住の促進、

さらには観光入込客の増加等に有効なＰＲツールであると考えておりま

す。 

 利用者ニーズが多様化する中、必要とする情報を適時、かつ的確に発

信できるよう、様々な広報ツール、ＬＩＮＥ等のＳＮＳ、ホームページ、

ポスター、チラシ、広報等を活用し、情報発信するとともに、研修等を

通じ、人材育成にも力を入れてまいります。 

 御理解賜りますようお願い申し上げます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 新田和明君。 

○新 田 議 員  視覚や聴覚にしっかりと訴える中では有効だということで、理解して

おります。 

 ここで2点市長にお聞きしたいんですが、秘書広報室、先ほどおっし

ゃいましたが、市民広報、市のホームページ、ＳＮＳ、また自治体ＬＩ

ＮＥやＦａｃｅｂｏｏｋなどが管理されていますが、私は市ホームペー

ジを業務の中で最優先をまずやっていただきたいと思います。二の次、

三の次になっとるという意味合いではなく、まずイの一番にホームペー

ジからまず取り組むということをお願いしたいなと思います。大変だと

思いますけれども、更新や記事の取材や作成、それからホームページや

ＳＮＳで閲覧者からの意見、また各担当課に記事依頼など、スピード感

を持って対応することが最も重要だと私は考えます。 

 これをまず市長に1点お伺いしたいと。 

 あと2点目。 

 市長御自身がインターネット動画により、市内や市外へメッセージを

発信されることが私は重要だと考えますが、市長のお考えをここ2点伺

います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 児玉浩君。 

○児 玉 市 長  ただいまの情報発信のスピード感と私の動画によるメッセージ発信に

ついてでございますが、情報発信において、市民の必要とする情報、旬

の情報をスピード感を持ち、発信することが重要と考えます。今後もリ

アルタイムで分かりやすい情報を正確に伝えるよう努めてまいりたいと

思っております。 
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 また、私の動画によるメッセージの発信については、行政により親し

みを持っていただきたいという観点からも、今後お太助フォン放送を含

め、しっかりと活用してまいりたいと思います。 

 御理解賜りますようよろしくお願いを申し上げます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 新田和明君。 

○新 田 議 員  答弁がちょっとよく分からなかったんですが、市長はしてくださると

いうことで私は理解したんですが、よろしいでしょうか。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 児玉浩君。 

○児 玉 市 長  市長、首長の動画発信は、既に知事、及び他の市でも行われておりま

す。過度な出演にならないように、しっかりと理解していただける範囲

で、行ってまいりたいというふうに思っております。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 新田和明君。 

○新 田 議 員  安心しました。しっかりですね、市長は安芸高田市のトップセールス

マンと私は思ってます。どうかどこの市町にも負けない思いを込めた動

画をつくって、またアップされることを希望しておきます。 

 また、その際に、どうせホームページが重たくなる、重たくなるとい

う意味が伝わりにくいかと思いますが、閲覧しにくい、次のページが開

けないということが恐らく出てくるかなと思いますので、その辺のシス

テム改良も含めて、御検討いただきたいなと思いますので、どうかよろ

しくお願いいたします。 

 次の質問に入ります。 

 本市の小中学校のホームページで、ある程度一定の基準と更新のスピ

ード感を今見させていただいております。昨年に比べて随分早くなった

し、分かりやすくもなりました。学校のポータルサイトを確立し、常に

閲覧していただくような仕組みが必要と私は思いました。学校のポータ

ルサイトとは、インターネット上に学校の玄関とか入り口をつくったと

いうイメージにしてください。そこから全ての検索がスタートすると。

例えば小学1年生の理科の授業と検索したら、その日の理科の授業が出

てくるぐらいの、その辺のスピード感です。 

 ここで3点、教育長にお聞きしたいと思います。 

 1点目として、子供たちがホームページから学べるよう、学習に役立

つリンク集、子供たちの授業内容を動画を活用し、保護者に閲覧してい

ただく学習発表の場としての活用。これは、せんだっての常任委員会で

も御説明ありましたけれども、静止画、私も見ました。本当に子供たち

が元気よく頑張っている姿が映っておりました。なおかつプラスのここ

では動画をアップされて、子供たちも、また保護者の方も見て、お、う

ちの子供が頑張っとるというのを確認して、また喜んでいただけるよう

な、そういったホームページはどうかなと思います。 
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 2点目、ＰＴＡの活動のページとして、保護者主導で運用を任せ、学

校だよりの作成を行ってみてはいかがでしょうか。これ2点目です。 

 3点目として、特色ある学校として、教職員、児童・生徒でホームペ

ージを作成するなど、多くの人が関わることで、学校からの一方通行で

なく、人と人とをつなぎ、開かれた学校へのスタートとして、つくり上

げられてはいかがでしょうか。興味を持った子供たちが将来プログラマ

ーになるかもしれない。もしくはホームページの作成に興味を持ったと、

次はこんな仕事がしたいということで、テレワークで安芸高田市でやっ

てみようかというような子供たちが出てくるかもしれない。そんなこと

も含めて、今もう現実に向原町ではすばらしい人材がいらっしゃって、

せんだっての常任委員会の中で、安芸高田ストリーム教育フォーラムと

いうことで、これはプログラミングを通して、学校また地域にロボット

の動かし方ですね。様々な形で教育もいただいておりますので、その辺

も含めて安芸高田市はすばらしい人材がたくさんいるので、そこも含め

て御検討いただきたいと思います。 

 今後、コミュニティスクールを推し進める本市において、教職員、保

護者や地域、子供たちがチームとなって、ホームページを作成すること

が大切と考えます。各小学校、中学校のホームページの取り組みや課題、

今後の展開について伺います。今後ホームページを使って遠隔的に保護

者や子供たちとのやりとりや、録画による遠隔授業や教職員から動画に

よるメッセージなどが今回のような長期にわたった臨時休校には必要と

考えますが、お考えを伺います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 教育長 永井初男君。 

○永井教育長  おはようございます。 

 議員のほうから、最初3点具体的な質問がありましたが、ちょっとそ

れは後ほどもし必要でありましたら、再質問のところでお答えをさせて

いただきます。 

 ただいまの「各小学校・中学校のホームページの取り組みや課題、今

後の展開」についての御質問にお答えをいたします。 

 ホームページは、情報発信や人と人とをつなぐことができる有効なツ

ールであると認識をしております。臨時休業中、校長会において、ホー

ムページの充実について要請し、各学校においては、ホームページに学

習課題を提示したり、メッセージや学習支援のための動画をアップする

など、子供や保護者の方に少しでも安心してもらえるよう取り組みを進

めてきました。また、学校が再開してからの様子につきましても、写真

等を掲載し、情報発信に努めているところでございます。 

 今回の臨時休業で、各方面からホームページの重要性、有効性が報告

されています。私自身も子供たちや保護者の不安解消のため、動画発信

等は有効な手段だと考えております。今後、教職員のスキルアップを図

るとともに、一つの方策として、地域・保護者・子供たちの協力を得る
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ことも検討していきたいと思います。いずれにしましても、今後も可能

な限りホームページの充実等に向けて取り組みを展開してまいりたいと

いうふうに考えておるところでございます。 

 御理解を賜りますよう、よろしくお願いをいたします。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 新田和明君。 

○新 田 議 員  先ほど質問したことに対しては、ほぼほぼされているということでも

理解しております。 

 ただ1点、学校のポータルサイトということで、子供たちが例えば自

宅学習をしたときに、例えば将来的には今ＧＩＧＡスクール構想で、子

供一人1台タブレットとか、パソコンが恐らく配付され持つことになる

と思います。そうなったときに、例えば自宅において学習する上で、有

害サイトにアクセスしないように、例えば学校のホームページから特定

のところにリンクし、そこから学習が学べる場をつくられたらどうかな

ということで提案ですが、教育長はどのようにお考えでしょう。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 教育長 永井初男君。 

○永井教育長  ただいまの新田議員のホームページの充実といいますか、学習支援に

もう少し内容を充実したらということのお尋ねでございますが、基本的

には私も同感でございます。 

 ただし、現在学校は国を挙げての指導であります、働き方改革にも取

り組んでおります。現在、ホームページを担当する職員というのは、当

然担任でありますとか、あるいは部活動等を担いながら、プラスアルフ

ァとして、少し詳しい職員がホームページの作成、更新に当たっている

という状況がございます。 

 そのあたりですね、校長会あたりとも協議しながら、このたび、先ほ

ども答弁をさせていただきましたように、ホームページの有効活用とい

うのが保護者の皆様方や子供たちの不安を和らげ、勇気づけるというこ

とも確認をできましたので、そういった働き方改革等の絡みの中で、最

大限努力をしてそれぞれの小中学校のホームページの充実に努めてまい

りたいというふうに考えておるところでございます。 

 よろしくお願いをいたします。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 新田和明君。 

○新 田 議 員  もちろん先生の働き方改革、すごく理解しております。 

 先ほどもちょっと触れましたけれども、であるならば、ＰＴＡという

か、保護者、もしくは地域の方、力ある方いっぱいいますので、どうか

そこを発掘していただいて、一緒になってつくっていくと。それがコミ

ュニティスクールのスタートなんじゃないかなと私は思ってますので、

どうかその辺を課題にしていただきたいなと思いますが、教育長、そこ

1点と。 
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 もう1点は、先ほど市長にも言いましたけれども、教育長自身が安芸

高田市の学校はこんな学校にしたいという思いを動画に込めてメッセー

ジとして送信されたらいかがでしょうか。教育長は、事あるたびに、今

からの社会を生き抜く力を子供たちには学ばせたい、もしくは力を付け

させたい。教育とは幸せになるための力だということを何度もおっしゃ

っていると思います。どうかその思いを込めて、動画にされるというの

も一つの手法かなと思いますが、教育長はどのようにお考えでしょう。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 教育長 永井初男君。 

○永井教育長  ただいまの御質問の1点目、ホームページの作成、更新に、地域の有

能な方の活用ということでございますが、これにつきましては先ほども

答弁をさせていただきましたように、有効な手段だというふうに思いま

すので、しっかり研究をし、できる学校から協力を頂けるような体制を

つくることができたらというふうに考えておるところでございます。 

 2点目、動画でしっかりアピールをということでございますが、果た

してどれだけの人が見てくださるかという不安もございますが、応援を

頂いたというふうに受け止めさせていただいて、学校の主体性とか、校

長権限を脅かさない範囲で前向きにこれについては検討してみたいとい

うふうに考えております。 

 どうかよろしくお願いいたします。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 新田和明君。 

○新 田 議 員  校長を脅かすことは、まずないと思います。私は、子供たちに聞いて

みました。教育長って誰か分かると。みんな分かってます。でも、実際

に、例えば式典とかあったときに、例えばその1分とか2分しか分からな

いんで、その思いを込めて、このおじさんがしゃべっとるというので、

それ言ったら分かるって聞いたら、もう分かりますってちゃんと答えて

くれたので、どうか堂々と動画による安芸高田市の教育への思いを伝え

ていただいて、開かれたこの小さな自治体ですけれども、どこにも負け

ないそういった教育の理念を発信されることを要望して、私の一般質問

を終わります。 

 以上です。 

○先 川 議 長  以上で、新田和明君の質問を終わります。 

 この際、11時5分まで休憩といたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前１０時５５分 休憩 

午前１１時０５分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○先 川 議 長  休憩を閉じて会議を再開いたします。 

 続いて通告がありますので、発言を許します。 

 3番 芦田宏治君。 
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○芦 田 議 員  3番、芦田宏治です。 

 通告に基づき、大枠3点について質問します。 

 最初に安芸高田市の地域づくりについて質問します。 

 児玉市長は6月定例会初日の施政方針の冒頭で、安芸高田市を明るく

元気にしたいとの思いを一層強くしていると話されました。また、市長

選挙に立候補の表明をされたときも、当選された後も、新聞社のインタ

ビューなどで、安芸高田市を明るく元気にしたいと答えられており、ま

ちづくりの基本はこれだという強い思いが感じられました。 

 特に、今年のように新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、町中が

暗く沈んでいるときこそ、みんなを明るく元気にしていくというのが今

一番求められていることだと思います。市民が明るく元気に暮らしてい

ける地域づくりのビジョンと、具体的な施策について伺います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 児玉浩君。 

○児 玉 市 長  ただいまの「市民が明るく元気に暮らしていける地域づくりのビジョ

ンと具体的な施策」についての質問にお答えをいたします。 

 安芸高田市を取り巻く環境は、全国の中山間地の市町と同様に少子高

齢化が顕著となり、人口減少が進んでいる厳しい状況にあります。また、

新型コロナウイルス感染症の感染拡大によって市民生活にも大きな影響

が出ており、多くの方が不安を感じておられると思います。 

 こういった状況にはありますが、市民の皆さんに明るく元気な気持ち

を持っていただくためには、安芸高田市には他に誇れる地域産業や地域

資源、そして高い潜在能力があるのだということを認識し、誇りに思う

ことも重要なことです。これらの地域の宝を磨き、さらに魅力を高め、

市内外にしっかりと伝えていく必要があると考えております。 

 具体的な例を挙げますと、安芸高田市の魅力の一つには、自然環境の

すばらしさがあります。この魅力を持続可能なものにするため、太陽光

や木質バイオマスの活用などによるクリーンエネルギーの取り組みを進

めるとともに、市民意識の向上や啓発につながるゼロカーボンシティの

表明を検討してまいりたいと思います。 

 また、近年の目覚ましいデジタル技術改革は、中山間地域の課題解決

を飛躍的に進める可能性を秘めておると感じております。前例にとらわ

れることなく、積極的に活用してまいりたいと考えております。 

 これらの具体的な取り組みを進めるにあたっては、関係する皆様の御

意見等をお聞きしながら、検討をしっかりと進めてまいりたいと思いま

す。 

 御理解を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 芦田宏治君。 

○芦 田 議 員  児玉市長は、コロナウイルスの影響で市政のスタートが大変だったと

思いますが、明るく元気にをモットーに市を引っ張ってください。 
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 次の質問に移ります。 

 施政方針の中で、医療や福祉の推進、環境保全と農業の発展、子供の

教育環境の整備など、5つを市政運営の柱として取り上げられています。

一つ一つが非常に大切だと思いますが、その中で特に安芸高田市の大き

な課題であります観光振興への取り組みについて伺います。 

 施政方針の中でも取り上げられておりますが、安芸高田市の観光振興

の柱として位置づけられている毛利元就の郡山城と伝統文化の神楽を町

興しに、どのように取り組んでいかれるのか、具体的な考えを伺います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 児玉浩君。 

○児 玉 市 長  ただいまの「毛利元就と神楽による観光振興に係る取り組み」につい

ての御質問にお答えいたします。 

 毛利元就、そして神楽といった歴史、文化は、本市を代表する観光資

源であり、また地域資源として広く認知されております。 

 6月1日に全面オープンした「道の駅三矢の里あきたかた」を中心とし

て郡山城跡、歴史民俗博物館、事業計画中の田んぼアート公園、サンフ

レッチェ広島の練習拠点である吉田サッカー公園など、各施設を点から

線に結び、周遊策を講じた毛利元就を発信していければと考えておりま

す。 

 まずは、来年が毛利元就没後450年の記念の年となりますので、観光

振興に活用できればと考えております。 

 また、神楽につきましては、神楽東京公演や高校生神楽甲子園は、全

国的知名度をより一層高めるとともに、湯治村での定期公演等、神楽を

交えた市内各所をめぐる周遊促進を進めるとともに、近年増加しており

ます外国人観光客、いわゆるインバウンドに対しても、神楽の魅力を発

信することにより、さらなる観光客数、観光消費額の増加につなげてま

いりたいと考えております。 

 なお、現在、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、2月末より

湯治村における定期公演等を中止としております。 

 本来であれば、神楽公演等の鑑賞に、市内外から多くの観光客に楽し

んでいただくところでございますが、1日でも早い再開に向け、神楽連

絡協議会及び関係機関と連携を図りながら万全の態勢を整えてまいりま

す。 

 御理解を賜りますようお願いを申し上げます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 芦田宏治君。 

○芦 田 議 員  基本的な考え方はよく理解できました。郡山城と神楽について、もう

少しお伺いします。 

 毛利元就の居城である郡山城跡については、昨年度は倒木や危険木の

伐採や登山道の整備が行われて、頂上の本丸付近の3か所から城下町が

見おろせるようになりました。また、教育委員会では令和元年度から2
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年計画で国の史跡である郡山城跡保存活用計画の策定に取り組んでおら

れます。今年度で、保存活用計画の策定は完了すると聞いています。引

き続き、整備計画を策定して、具体的に整備に取りかかることが大切だ

と考えます。 

 市長は重点施策には、組織を超えたプロジェクトチームの編成や人的、

また組織的な対応も必要だと言われていますが、郡山城跡の整備、そし

てその後の観光資源としての活用は市長のリーダーシップの下で教育委

員会だけでなく、商工観光課や建設部、安芸高田市観光協会など、いろ

いろな部署が組織的に連携して取り組めば、市の観光振興に必ず大きな

成果が出ると期待しております。 

 先ほどの市長の答弁にもありましたが、今年オープンした道の駅三矢

の里あきたかたや2年後にオープン予定の田んぼアート公園、サンフレ

ッチェ広島の練習場の吉田サッカー公園、そして郡山城を結んだ周遊ル

ートができ、さらに市内全域を観光周遊ルートに広げることにつながる

と思いますが、郡山城跡保存活用計画に続く郡山城跡整備について市長

の考えを伺います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 産業振興部特命担当部長 行森俊荘君。 

○行森産業振興部特命担当部長  ただいまの芦田議員の御質問でございます。 

 郡山城跡の後の整備の計画というところでございます。 

 現在、先ほどありましたように、教育委員会のほうで保存計画を策定

されていると。その後、また整備計画を策定していくということでござ

いますので、議員御質問のプロジェクトチーム云々というようなことも

ございましたけれども、そういったところで含めて整備をしていくとい

うことを進めていくべきだろうというふうに思いますし、改めて主要観

光地として、そのものを有効に観光として活用していきたいと考えてお

ります。 

 以上です。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 芦田宏治君。 

○芦 田 議 員  神楽による町興しについては、市は長年非常に力を入れて取り組み、

湯治村での定期公演、神楽甲子園や東京公演などで、安芸高田の神楽は

高く評価され、また周知されてきました。神楽ファンがふえたのは結構

なことですが、シーズンになると、広島市内でも毎週のように神楽が上

演されるようになり、神楽人気が湯治村の集客増、そして収入増に必ず

しも結びついていないのが現状です。 

 特に、このたびのコロナウイルス感染症の拡大により、観光事業に大

きな影響が出ており、神楽門前湯治村、たかみや湯の森、エコミュージ

アム川根、土師ダムサイクリングターミナルなど、4団体が臨時休業な

どの影響を受けており、経営支援として補助金8,800万円が支給されて

います。緊急事態宣言は解除され、6月1日から営業は再開されたものの、
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観光客がもとに戻るのはかなりの時間がかかると思いますが、今後の具

体的な取り組みについて伺います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 副市長 竹本峰昭君。 

○竹本副市長  今、国のほうでもＧｏＴｏキャンペーンという仕組みの中で、いろん

な施策等が示されてきております。そういったものも当然市としても活

用しながら、市独自の観光施策、また復旧施策、そういったものをしっ

かりと検討していきたいと考えております。 

 先ほど言われてましたように、市内の観光施設、どれも休業要請等の

中で一定の休業という形をとらせていただきました。6月1日からの再開

ということでありますが、まだまだ利用がないというのが御承知のとお

りであります。 

 そういった中にあって、今お太助フォン等でも少し流させていただい

たりしとるんですが、神楽門前湯治村、湯の森等におけるふれあいサロ

ン的な地域の人の風呂につかって食事をしていただいたり、1泊2日コー

ス、日帰りコース等も今用意してやっておりますので、多くの皆さんが

使っていただくことは、この観光施設の支援にもつながっていくんじゃ

ないかと。 

 また、具体的な大きな施策については、国の動向等を見ながら、市と

しても単独の支援策を全体的にどういうように考えるかは検討させてい

ただきたいと思います。 

 以上です。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 芦田宏治君。 

○芦 田 議 員  今回の補助対象となった湯治村や湯の森など、4団体5施設は6月1日の

営業再開から約半月が経過しますが、入込客や営業収入の大まかな状況

でも分かればお聞きします。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 産業振興部特命担当部長 行森俊荘君。 

○行森産業振興部特命担当部長  ただいまの芦田議員の御質問でございます。 

 各施設それぞれ6月1日より再開に至ってございます。現在、約2週間

経過したというところでございまして、具体的な金額面、あるいは観光

客数とか入込客数等々については、具体的にはまだ、ちょうどまだ2週

間ということですので、ひと月ぐらいたったとき、また御報告できれば

というふうに思いますが、現状では、若干概要等について御説明をさせ

てもろうときます。 

 神楽門前湯治村等につきましては、平日につきましては飲食店等は飲

食等はほぼ通常に戻ってきているという状況ですが、やはり宿泊、宴会

等がほぼないという状況でございます。そういったところで、やはり売

り上げはまだまだ回復には至っていない。 

 また、湯の森でございますが、これは主となる入湯客でございますが、
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ほぼ75％ぐらいの利用客がおられるというところでございます。やはり

宿泊等については、落ち込んでいるという、まだまだ先が見えないとい

う状況でございます。 

 エコミュージアム川根でございますが、これにつきましても飲食関係

につきましては、ほぼ戻ってきたかなという状況でございます。反面、

宿泊等については、やはりこれはまだ影響が大であるというところでご

ざいます。 

 また、サイクリングターミナル、及びダムの周辺施設等々でございま

すが、これは天候にもよりますけれども、ほぼ通常時の状態に戻ってい

るという状況でございます。しかしながら、やはり宴会関係等がないと

いうところで、やはりこの4施設等々の売り上げ等については、まだ回

復傾向にはございません。というところでございます。 

 以上でございます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 芦田宏治君。 

○芦 田 議 員  どの施設も早く元の状態に戻ることを願っています。 

 次の質問に移ります。 

 地域づくりを進めていく上での最重要課題であります、人口減少対策

について伺います。 

 当市においても、人口減少はどんどん進んでおります。その中で、人

口の社会増が一昨年9人の増、昨年度は22人の増と2年連続でプラスに転

じており、人口減少が進む中では非常に明るい材料だと思います。ただ、

自然減少の数字が大き過ぎて、全体では予想以上の速さで人口減少が進

んでいるのが実情です。しかしながら、この社会増を継続していく地道

な取り組みこそが人口減少の流れを少しでも緩やかにしていく唯一の道

だと考えます。 

 社会増の要因は、子育て支援策、住宅施策、外国人支援などの効果が

出ていると言われていますが、要因をしっかり分析して、効果のある施

策に集中的に取り組んでいくことが大切だと考えます。 

 市長は、安芸高田市の人口減少対策の現状に対してどのように評価さ

れ、社会増を継続するために今後具体的にはどのような施策を打ってい

こうと考えておられるのか伺います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 児玉浩君。 

○児 玉 市 長  ただいまの「人口減少対策に対する現状の評価と今後の具体的な施

策」についての御質問にお答えをいたします。 

 人口減少対策につきましては、安芸高田市の最重要課題と考えており

ます。住民基本台帳ベースで、令和2年4月1日の人口を1年前と比べてみ

ますと、369人の減でございます。生まれた人数と亡くなった人数の差

であらわす自然増減では、391人の減でしたが、転入の人数と転出の人

数の差であらわす社会減、先ほど申されましたが、22人の増となってお
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ります。 

 広島県全体で社会減となっている中で、前年度に続いて2年連続で社

会増を達成したことはすばらしいことであると評価をしております。 

 今後の具体的な人口減対策としては、2年連続社会増という成果を上

げているこれまでの施策を継続することを基本としつつ、新たな取り組

みも積極的に進めてまいります。 

 人口減対策としては、未来を担う子供の教育や子育て環境の整備、地

域産業を発展させるための支援や地域の新たな仕事づくりなどが特に重

要と考えております。また、多文化共生の取り組みを進め、外国人にと

っても住みやすい環境を整えることは、人口減少対策だけでなく、地域

産業を支えるうえでも重要なことと考えております。 

 御理解を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 芦田宏治君。 

○芦 田 議 員  3年連続で社会増になるのを期待しています。 

 2番目の質問に移ります。 

 財政の健全化について質問します。 

 市は人口減少による交付税の減額や、平成30年7月、そして昨年7月の

豪雨災害の復旧に多額の費用がかかり、非常に厳しい財政運営を余儀な

くされていますが、財政健全化のための取り組みについて伺います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 児玉浩君。 

○児 玉 市 長  ただいまの「財政健全化のための取り組み」についての御質問にお答

えをいたします。 

 本市におきましては、今後の市の存続もかけた人口減少対策、また市

内に甚大な被害をもたらした平成30年7月の豪雨災害からの1日も早い復

旧復興は重要課題であると認識をしております。 

 こうしたことから、これらの事業は、厳しい財政運営が続く中にあり

ましても、財源を確保し、事業を確実に実施していかなければならない

と考えております。 

 さらに、今後におきましては、今年度、新たに策定いたします総合計

画の後期基本計画の実施計画との整合を図りながら、事務の効率化や働

き方改革につながるＲＰＡの導入、旧小学校や保育施設などの未利用普

通財産の売払い、支所の見直しなど、既存施設の有効活用などの新たな

行革の取り組みを織り込んだ財政健全化計画の見直しにより、持続可能

な健全財政のもと、人口減少対策などの重点施策を推進してまいります。 

 御理解を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 芦田宏治君。 

○芦 田 議 員  次の質問に移ります。 

 5月20日に開催された田んぼアート調査特別委員会で、田んぼアート
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のオープンを当初計画の令和3年度春の予定を1年延期して、令和4年度

にオープンするとの説明がありました。新型コロナウイルス感染症拡大

の影響が主な理由でしたが、延期と合わせてイニシャルコストやランニ

ングコストの見直しをするとのことでした。事業は計画どおりに遂行す

るのがベストだとは思いますが、財政の状況などによっては事業の見直

しを図ることはとても大事なことだと思います。 

 田んぼアートのような新しく取り組む事業に限らず、現在行っている

全ての事業について、思い切った見直しを行い、今回の新型コロナウイ

ルス感染症への対策費用や、豪雨災害が発生したときのための緊急時の

財源確保に加え、これから進めていこうとされる新たな事業の財源確保

を図っていく必要があると思いますが、市長の考えを伺います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 児玉浩君。 

○児 玉 市 長  ただいまの「事業見直しによる財源確保」についての御質問にお答え

をいたします。 

 厳しい財政状況において、様々な施策への対応が求められる中、事業

の選択と集中による財政の健全化は必要であると認識をしております。 

 そうしたことから、このたびの補正予算、肉づけ予算については、人

口減対策や教育予算などの施策経費については、重点的に予算を計上い

たしましたが、事業の縮小や先送りなどの見直しも行い、肉づけ後の予

算額を財政健全化計画の目標値に近づけたものでございます。 

 今後におきましても、様々な機会を通じて、行政の継続性を重視しな

がらも、あらゆる施策や公共施設の統廃合等についての事業見直しの検

証を行い、財源確保とあわせた財政の健全化を図ってまいりたいと思い

ます。 

 御理解を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 芦田宏治君。 

○芦 田 議 員  財政健全化の質問と少しずれるかもしれませんが、質問させていただ

きます。 

 平成29年度末に約23億2,000万円あった財政調整基金が、令和元年度

末では約8億2,000万円に減少しています。梅雨に入り、台風シーズンが

来て、また2年前のような豪雨に襲われたらどうなるのだろうか、とか、

新型コロナウイルス感染症の第2波、第3波が来たら、市の財政はどうな

るのかなど、非常に心配です。 

 財政調整基金については、自治体の標準財政規模の10％から20％くら

いが望ましいと言われています。安芸高田市の標準財政規模は、約130

億円ですので、13億円から26億円くらい必要ということだと思います。

多いのに越したことはありませんが、市長は財政調整基金の額はどれく

らいが望ましいと考えておられますか。伺います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 
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 市長 児玉浩君。 

○児 玉 市 長  ただいまの「財政調整基金の目標」について、お答えをしたいと思い

ます。 

 財政調整基金は、一般的に財政標準規模の10％、御指摘のとおり必要

だということでお聞きをしております。安芸高田市の標準財政規模は、

126億5,000万とお聞きをしておりますので、その1割、12億6,500万程度

というのが一般に財政調整基金として必要というふうにお聞きをしてお

ります。 

 しかし、現在の状況を考えますと、約8億2,800万円の財政調整基金し

か現在ないということでございますので、昨年度の決算剰余金の積み増

しを含めても、まだまだ足らないという状況にあることが推測をされて

おります。 

 今後、財政健全化を図りながら、まずは一つの目標として、標準財政

規模の10％、12億6,500万円を目指すというのが第一歩ではないかとい

うふうに思っております。 

 さらに、平成28年、28億、30億弱ぐらいまで基金が伸びておりますが、

できる限り基金を積み増すことによって、いざというときの市の財政出

動につないでまいりたいと思っております。 

 よろしくお願いいたします。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 芦田宏治君。 

○芦 田 議 員  3番目の質問に移ります。 

 新型コロナウイルス感染症対策について伺います。 

 今年の2月以降、新聞やニュースで新型コロナウイルス感染症の件が

毎日取り上げられています。幸い、安芸高田市ではウイルス感染症患者

が出ていませんが、いつ感染するか分からないという不安は誰もが持っ

ておられると思います。 

 コロナウイルス対策については、市からの情報提供やテレビ、新聞の

記事などで最新の情報が細かく伝えられていますが、ウイルスという目

に見えないものであることと、いつ収束するか今のところ見通しが立っ

ていないため、いつも不安に駆られながら生活しているというのが実態

です。 

 それぞれの県や市町によって、感染症の拡大状況も違うので、各自治

体によって取り組みも異なると思いますが、安芸高田市が取り組んでい

る新型コロナウイルス感染症拡大防止のための対策の現状と課題につい

て伺います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 児玉浩君。 

○児 玉 市 長  ただいまの「新型コロナウイルス感染症対策の現状と課題」について

の御質問にお答えをいたします。 

 この感染症が発生して以来、本日まで安芸高田市内では感染者は確認



51 

されておりません。これも、市民の皆様や市内事業所の皆様が、感染防

止対策に御協力を頂いた、たまものとこの場をかりまして感謝を申し上

げたいと思います。 

 感染防止対策として、お太助フォン等による啓発を行い、医療機関や

福祉・子育て関係施設へのマスクや消毒液の支給など、各種の支援策に

取り組んできております。市役所では、飛沫防止フィルム設置や分散勤

務、職員の健康確認など、感染防止対策を行ってきております。 

 課題といたしましては、自粛要請等の影響から、特に経済活動の面で

厳しい状況となっているほか、教育や子育て関係の負担も大きくなって

きていると認識しております。 

 国内では、いまだに連日のように感染者が報告されております。今後

も新しい生活様式の中で、市民が安定して、安全、安心な暮らしができ

るよう、感染防止対策と支援を継続してまいりたいと考えております。 

 御理解賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 芦田宏治君。 

○芦 田 議 員  次の質問に移ります。 

 コロナウイルス感染症拡大の影響で、安芸高田市においても製造業、

観光業、運送業、飲食業、小売業を初め、多くの業種で深刻な打撃を受

けています。国、県、市で企業や事業主、個人向けに給付金などの支援

がされていますが、現時点での申請状況を伺います。 

 また、緊急事態宣言は、解除されたものの、社会経済活動の動きは解

除後も好転した兆しが余り感じられません。事業主の方も、先が見えな

いことによる不安を抱えておられます。市内の企業や商店などが事業を

継続できるよう、市として第2弾の支援については、どのように考えて

おられるか、市長の考えを伺います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 児玉浩君。 

○児 玉 市 長  ただいまの「国・県・市が実施する市内事業所への給付金の申請状況

並びに今後の経済対策」についての御質問にお答えいたします。 

 新型コロナウイルス感染症対策による、国、県、市による各種支援は、

市内事業所等への事業継続、並びに再起の糧として、即効性のある支援

策であると考えております。 

 国の支援策の持続化給付金は、申請サポートを行っている市商工会で

は、75件の申請補助を行っております。また、雇用調整助成金につきま

しては、33事業所が申請をされております。ただし、ハローワーク、ま

たオンライン申請は不明ということでございます。 

 次に、広島県の休業要請に伴う感染拡大防止協力支援金は、99件の申

請がなされております。 

 セーフティネット、いわゆる資金融資制度に、これまで101件の事業

者を認定しております。また、安芸高田市雇用調整助成金等活用促進事
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業補助金、いわゆる申請事務を社会保険労務士に依頼した場合の報酬を

上限10万円まで支給する支援を6月から創設をしておりますが、現在ま

で申請はございません。 

 次に、市独自施策として、安芸高田市事業継続応援金は現在のところ

202件、6月12日現在の申請を受け付けており、申請期間を7月末までと

しております。 

 新たな経済対策につきましては、休業要請も解除され、多くの事業者

は営業の再開をされておりますが、まだまだ以前のような客足には程遠

く、厳しい経営状態が続くと認識をしております。 

 そのため、内需拡大を図り、市内の経済活動を活性化するための力強

い支援策を講じる必要があるものと考えております。 

 今後は、国の補正予算等の動向を注視し、県及び他市町の支援策も参

考にしながら、本市にとって最善の支援策をスピード感を持って進めて

まいりたいと考えております。 

 御理解を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 芦田宏治君。 

○芦 田 議 員  国や県、そして安芸高田市の独自の支援などありますが、支援を受け

られる企業や個人事業主、また市民の方に早く支援が届くよう、必要な

ときには申請書類の説明や指導の協力をお願いいたします。 

 次の質問に移ります。 

 梅雨に入りました。安芸高田市では、一昨年と昨年、いずれも7月に

豪雨災害に見舞われ、避難勧告や避難指示が出されました。今年は、コ

ロナ感染症の拡大が心配される中で、集中豪雨などにより、避難勧告や

指示が出た場合、避難所は災害規模によっては三密状態になり、感染リ

スクが高まることが考えられます。避難所の面積確保や、感染予防対策

が求められると思いますが、豪雨災害などにより避難が必要になったと

きに、避難された方の感染予防対策はどのように計画しているのか伺い

ます。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 児玉浩君。 

○児 玉 市 長  ただいまの「指定避難所での感染予防計画」についての御質問にお答

えをいたします。 

 まず、市民啓発につきましては、避難所の過密度を防ぐこと、個人個

人の予防策として次のことを啓発してまいりたいと考えております。 

 まずは第1点として、ハザードマップで危険な場所を確認していただ

き、安全な場所にお住まいの方は、自宅で安全を確保していただくこと。

2番目に、親戚や知人の家など、避難所以外に安全な場所があれば避難

先として活用していただくこと。3番目に、避難の際にはマスクと手指

消毒をしていただくこと。 

 避難所での対応につきましては、第1点、なるべく多くの避難所を開
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設することや、多くの部屋を使用すること。あるいはパーテーションを

活用することで、避難者同士の感覚を取るなど、濃厚接触をできる限り

防いでまいります。 

 2番目として、避難者の体温を測定し、体調の悪い避難者は別の部屋

や、テントなどへの別区画へ誘導します。 

 3番目として、保健師が巡回し、避難者の皆さんの健康状態を確認を

いたします。 

 4番目として、避難者がふえることが予測される場合には、避難所の

増設ができるよう、施設の利用協定を結んでいる団体等と調整してまい

ります。 

 5番目として、さらには自家用車内での避難者対応として、市の駐車

場の確保など、その他にも可能な対策を講じてまいりたいと考えており

ます。 

 御理解を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 芦田宏治君。 

○芦 田 議 員  しっかり対策を考えておられますので安心しましたが、分散避難の呼

びかけなどをしっかりしておくことも大切だと思います。 

 密集を防ぐためには避難箇所をふやすとともに、避難所の入所状況を

タイムリーに市民に知らせる必要があると思います。お太助フォンで各

避難所の空き状況が確認できることが一番だと思います。また、避難所

に行ったら、満室になっていたということも考えられます。外に出てい

て、お太助フォンやパソコンが使えない場合、安芸高田市の公式ＬＩＮ

Ｅを使って、スマホで避難所の空き状況が確認できるようになっていれ

ば、どこに避難したらいいのか、瞬時で分かるので、緊急時には有効だ

と思います。 

 避難所での感染を恐れて、避難をためらうことがないよう、避難所の

空き状況確認に、お太助フォンやＬＩＮＥが活用できないか伺います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 総務部長 西岡保典君。 

○西岡総務部長  ただいまの御質問でございますけれども、避難所の状況について情報

提供がＬＩＮＥとかお太助フォンとかでできないかということだと思い

ます。機能的には基本的にはできると思います。 

 ただし、適時どういった情報が必要であるかという部分の把握が大変

だろうとは思いますが。例えば先ほど例がありましたように、どこどこ

の施設は満員であると、いう部分については、満員になる前に、そうい

った部分のお知らせをすべきであって、例えば他の施設を案内するとか

も含めてのことになろうと思います。 

 いずれにせよ、必要に応じて適切な情報提供を行ってまいりたいと考

えておりますので、御理解を賜りたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 
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 芦田宏治君。 

○芦 田 議 員  次の質問に移ります。 

 新型コロナウイルス感染症拡大のため、休校となっていた学校が6月1

日から再開しました、文部科学省は5月22日に「学校の新しい生活様

式」と題した学校での衛生管理のマニュアルを全国の教育委員会に通知

したとあります。それによりますと、地域の感染リスクを3段階に分け

て、距離の取り方や実施できる教科活動や部活動などの内容を示してい

ます。 

 安芸高田市は感染の危険度が一番低いレベル1ですが、子供同士の間

隔は最低1メートルあけて、先生と生徒は常にマスクをつけること。た

だし体育の授業は不要。トイレは混まないように動線を設けて、私語は

慎むようになど、感染リスクを可能な限り低減するための、学校での新

しい生活様式がたくさん求められています。 

 小学校1年生の児童は、4月の入学式から5日間学校に行っただけで、

すぐ休校になっているので、6月1日が入学式みたいなもので、この新し

い生活様式を理解してなじむには時間がかかるし、かなりのストレスを

感じているのではないかと思います。このストレスや不安は、低学年に

限らず、どの学年でも大なり小なりあると思いますが、児童や生徒が安

心して授業を受けたり、友達と遊んだりできるために、教育委員会では

「学校の新しい生活様式」への指針に対して、どのような対策を指示さ

れ、学校側はどう対応されているのか伺います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 教育長 永井初男君。 

○永井教育長  ただいまの「小学校低学年のストレスや不安への対応」についての御

質問にお答えをいたします。 

 このたびの「学校の新しい生活様式」には、人との間隔をあける身体

的距離の確保や、マスクの着用などが盛り込まれており、これまでにな

い様々な制約が子供たちのストレスや不安を大きくするものと考えてい

ます。 

 こうした認識に立ち、現在各学校において、まずは子供たちが安心し

て生活ができるように、子供たちに寄り添い、子供たちの声を丁寧に聞

くことを大切にしています。また、複数の教員が休憩時間に一緒に遊ん

だり、話を聞いたりしながら、信頼関係をつくっていくように心がけて

います。 

 さらに、マスク着用時は表情豊かに話しかけたり、子供同士の距離を

離すときには丁寧に説明したりするなどの対応をとっているところです。

特に、低学年においては、10分から15分程度の短い間隔で学習を進める

など、学習意欲が持続するような活動を取り入れるなどの工夫をしてい

ます。 

 いずれにいたしましても、子供たちが抱えるストレスや不安を取り除

くことができるよう、子供たち一人一人を丁寧に見ていきたいと考えて



55 

おります。 

 御理解を賜りますよう、よろしくお願いをいたします。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 芦田宏治君。 

○芦 田 議 員  市内の各学校がコロナウイルス感染症を防ぐために、しっかり対策さ

れているということをお聞きして、安心しました。 

 私は先日、児童の不安やストレスと同じように、学校の先生方もこの

「学校の新しい生活様式」への対応で、相当苦労されているのではない

かと思って、可愛小学校と郷野小学校が統合して2年目になる愛郷小学

校を見に行かせてもらいました。放課後でしたので、校長先生がコロナ

感染症拡大防止のために対策をしている校舎内を案内してくださいまし

た。 

 廊下や階段は児童の接触を防止するため、センターラインをテープで

張り、教室の出入口も児童の密着防止のために、出口と入り口を分けて、

低学年でもどこから入って、どこから出るのか分かりやすいように、テ

ープで矢印が張ってあるなど、歩行中に児童同士の接触を防止する工夫

があちこちでしてありました。教室も児童と児童の席の間隔を1メート

ル以上確保するために、通常は教室の後ろにあるかばんを置くテーブル

は、教室の外に出して、教室の空間をできるだけ取るよう、レイアウト

してありました。そのほかにも、音楽室や家庭科室、図工室などの特別

教室は、三密回避のために、普通教室や荷物置場として、有効に活用さ

れていました。 

 校長先生は、学校でクラスターなどが発生したら、大変なことになる

ので、細心の注意を払って対策しました。と話されていました。 

 吉田中学校でも、校長先生に対策状況を聞いた後、教室を見せていた

だきましたが、席の間隔を1メートル以上とるために、本来1つの教室を

2つの教室に分けて、ビデオカメラを活用することで、リアルタイムに2

教室が同じ授業が受けられるよう、試験的な授業にも取り組んでおられ

ました。また、武道場まで教室に使用されているのを見ると、生徒をコ

ロナウイルスから守る執念みたいなものを感じるほどでした。 

 校長先生にお聞きしたら、6月1日の授業再開後より、それまでの感染

症予防のための準備が大変でした。それでも、もし感染リスクのレベル

が2に上がることがあっても、対応できるだけの対策は打っているつも

りです。と話されていました。 

 それぞれの学校に応じた感染症予防を先生方のアイデアと労力で実施

されているのを見て、これなら保護者の方も安心して子供を学校に行か

せることができる、と思いました。 

 市内の各小学校、中学校では、それぞれの生徒数や学校の状況に応じ

て、様々な対策が打たれているのだろうと思います。同時に先生方の負

担は相当大きなものがあるのではないかと感じました。 

 コロナウイルス感染症の影響で、児童や生徒が精神的にも不安定で、



56 

心の面でのケアにも細心の注意を払わなければならないときに、感染症

予防というハード面の対策も含めて、本来の業務以上の作業がプラスさ

れて、負担が通常より多くなっている現状を見ると、補助教員や学習補

助員などの対応が必要ではないかと思いますが、教育長の考えを伺いま

す。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 教育長 永井初男君。 

○永井教育長  ただいまの芦田議員の御質問にお答えをいたします。 

 まずは、これまで学校再開に向けて学校現場が様々な形で工夫、努力

を重ねてまいりました。そのことについて認めていただいたということ

は、大変ありがたく思っております。 

 通常より負担が多くなってるんではないかということでございますが、

当初は9回に及ぶ臨時校長会を招集し、様々なことを想定をしてまいり

ましたが、あくまでもそれは想定の範囲でございました。しかし、ここ

にきて、6月1日以降学校再開して、具体的に課題が見えてくるようにな

っております。 

 例えば、給食の配膳に通常より、かなりの時間がかかります。そのこ

とで休憩時間が短くなるというようなこともありますし、これまでにな

かったようなそれぞれ学校の様々な場所の消毒等にも時間がかかって、

やはりそんなこと一つ一つとっても教職員の負担がふえてきておるとい

うことがございます。 

 これらにつきましては、国の第一次、あるいは第二次補正の中で、

様々な事業が出されております。これらももれなく対応するようにとい

う指示も市長、副市長からも受けておりますし、現在特に第二次補正の

面に関わりまして、大きくは3つの事業があるんです。その中の学習支

援と学校の事務関係ですね。先ほど言いました消毒でありましたり、あ

るいはプリント類の印刷であったりというようなスクールサポートスタ

ッフという表現を使いますが、学習補助と学校の事務関係ということで、

現在早急に人員の配置を要望していくということで、取り組みを進めて

おります。 

 第一次では1名の要望をし、内定をいただいておるところでございま

す。二次につきましては、15名から20名の間ぐらいのそれぞれ学習補助

員、それからスクールサポートスタッフを要請し、少しでも学校教職員

の負担軽減に取り組んでいけたらというふうに考えております。 

 御理解をいただきますよう、よろしくお願いいたします。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 芦田宏治君。 

○芦 田 議 員  ただいま教育長にお答えいただきましたけれども、スクールサポート

スタッフを1人でも2人でも多く採用していただいて、先生は教育に、そ

して児童生徒は勉強に集中できる体制になることを願っています。 

 2人の校長先生の話を聞いていて、安芸高田市の次代を担う子供たち



57 

が明るく元気に遊んで勉強できるように、大人が一生懸命頑張ることが

今一番求められていると思いました。 

 私の一般質問を終わります。 

○先 川 議 長  以上で、芦田宏治君の質問を終わります。 

 この際、13時まで休憩といたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前１１時５９分 休憩 

午後 １時００分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○先 川 議 長  休憩を閉じて会議を再開いたします。 

 続いて通告がありますので、発言を許します。 

 12番 宍戸邦夫君。 

○宍 戸 議 員  12番、宍戸邦夫でございます。 

 あらかじめ3項目通告をしております。質問を市長にお伺いいたしま

す。 

 まず、1項目目、自主防災組織と新型コロナウイルス等感染防止対策

について。 

 新型コロナウイルス感染症は世界的大流行となっています。安芸高田

市内においても感染予防・拡大防止に向け、様々な対策が行われていま

すが、このように長引くことはこれまで経験がなく、この先、生活や経

済はどうなるのか大変不安に思います。 

 また近年は大規模な自然災害が常態化しています。局地的な豪雨や大

型台風、地震などが多発し、全国各地で大きな被害をもたらしています。

安芸高田市としても災害への備えは、これまで以上に強化すべきだろう

と思います。さらに、これからは避難先での新型コロナ対策も極めて重

要です。行政だけでは対応に限界があるというふうに思います。 

 そこで、市内各地域における自主防災組織活動に新型コロナウイルス

等感染防止対策を加え、日頃からの備えと行動をしていただくよう周知

徹底するとともに、市としての組織活動支援が必要と思いますが、市長

のお考えをお伺いいたします。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 児玉浩君。 

○児 玉 市 長  ただいまの「自主防災組織と新型コロナウイルス等感染防止対策」に

ついての御質問にお答えいたします。 

 近年は、大規模災害がふえ、避難勧告を発令する事案も増加をしてき

ております。それに加え、今年は避難所における新型コロナウイルス感

染防止が課題となってきております。 

 議員御指摘のとおり、避難所における感染防止対応の一部を、自主防

災組織の方に手伝っていただくことは、理想的な手法だと考えます。 

 しかしながら、組織の活動状況は、様々ですので、全ての組織に対し

て一律に感染対策の協力をお願いすることは難しいものかとも思われま
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す。 

 今後も全ての自主防災組織が、コロナウイルス対策を含めて、災害へ

の備えや活動ができるよう、啓発・周知や補助金、あるいは職員の派遣

などの支援に取り組んでまいります。 

 御理解を賜りますよう、お願い申し上げます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 宍戸邦夫君。 

○宍 戸 議 員  午前中にも同僚議員のほうから避難場所におけるコロナ対策というこ

とで市長は答弁をされました。それはそれとして、行政として大変大事

なことだと思います。 

 しかし、この災害もそうなんですけれども、これも災害だと思います

が、市全域にわたるコロナウイルス対策防止、これらにとっては、行政

職員さんも大変だと思いますし、災害が重なる場合もあったりして、と

ても対応が難しいと言いますか、できないんじゃないかというふうに思

うんです。 

 安芸高田市の場合は、市民と行政との協働のまちづくりということを

ずっと言ってきておりますし、私はこのコロナというのはかつてない感

染症、インフルエンザもありましたけれども、ここまでは至らなかった

というふうに思います。 

 そういうことからして、この新型コロナウイルス防止対策だけじゃな

くて、将来にわたって、どんな感染症ウイルスが出てくるかというのは

予想はできませんが、いかなることがあっても、やっぱり市民、住民も

ある程度の知識を、それぞれの人が持っておって、いつでも対応できる

ような体制づくりというのは、私は児玉市長がおっしゃるように、安全

で安心して暮らせるまちづくりのためには大事なんだろうと思うんです。 

 誰もこのコロナウイルス対策について防止を、今もって特効薬はあり

ませんし、行く先不安なことではあります。しかし、それぞれの地域で

当然、自助・共助というところでやっていただくというふうに思うんで

すけれども、この知識というものがない限り、コロナウイルスでも人と

の接触が三密じゃいけんというようなことがあって、これまでのいろい

ろな災害対策のあり方よりも、全く違った対策が必要なわけです。水害

とか台風とかいうんでしたら、避難所でみんなが支え助け合う、消防団

も出て、一緒にやるということもあるんですけれども、この感染症ばっ

かりはそれができないという180度違った対応をしなきゃならんと、い

うふうなことなんです。 

 そうしますと、やはり、個人個人がひとりぼっちになる。孤立してし

まうようなことになるわけで、そういうことからして、地域の自主防災

組織、ない地域もありますが、ある地域においては、やっぱりそこらを

充実していくという。施政方針の中にも自主防災組織を充実しますとい

うふうなこともありましたが、そういうことからして、なかなかコロナ

ウイルスの予防防止というのは難しいとは思いますが、しかし、そうい
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った孤立しないような市民同士の助け合いということを、やっぱり行政

ももちろんですけれども、そういう地域振興会なり、自主防災組織で平

素から対応していくと、勉強していくということが大事なんだろうと思

うんです。 

 自助・共助ということになるんですけれども、ただここで忘れてはな

らないのは、そういう自助・共助は、公助の上に成り立つものであって、

公助がおろそかになると、とても責任は市民に転嫁していくような考え

方になりますので、そこらは間違えないようにしなくちゃなりませんが、

そういった、やっぱり地域の知識を高める防災意識を高める違った意味

での防災意識を高めるという意味で、分かりやすいパンフレットをつく

るなり、いろんな手法を行政として指導なり、周知徹底をしていただき

たい。 

 もちろん、限界はあるとは思います。当然あるんですけれども、そう

いったまちづくりをしていくということ。そこらを児玉市長どのように

お考えですか。再度お伺いいたします。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 児玉浩君。 

○児 玉 市 長  議員御指摘のとおり、自助・共助・公助、非常に大切な考え方だとい

うふうに思っております。 

 今回はコロナ感染症対策でございますが、もう例がない、世界じゅう

で同時多発、日本の中でも岩手県以外は全て発症者があるというような

状況でございます。 

 そうした中で、安芸高田市におきましては、いまだに発症例がないと

いうことで、医療関係者、福祉の関係者、そして市民の皆様、皆さんの

本当に絶え間ない努力がこういったことにつながっておるんではないか

というふうに思っております。 

 今回、いろんなことが言われております。当然、梅雨に入りまして、

避難所の対応も、新たな避難所対応というのが求められて、広島県を初

め、安芸高田市にもそれなりの対応をとっていこうということになって

おります。これはコロナ収束後にも必ず生かされるものというふうに思

っております。アフターコロナという言葉が、今盛んに言われておりま

すが、このたびを乗り切って、しっかりと新たな自治、また新たな地域

のあり方、こういったものが見直されてくるんではないかなというふう

に思っております。 

 今回を乗り切って、新たなまちづくり、地域づくりに生かせるように、

今回の対応を含めてしっかりと取り組んでまいりたいと思います。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 宍戸邦夫君。 

○宍 戸 議 員  こういうことを展開しようと思えば、当然マスクも必要でしょうし、

消毒液も必要でしょうし、いろんな想定外のものが必要になるかもしれ
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ません。そういう点については、特に行政としての対応というのは当然

なんですけれども、自主防災組織が活動しやすいような支援というもの

が必要になってくるだろうと。こういうふうに思っておりますので、そ

の点よろしくお願いしたいというふうに思います。 

 次に移ります。 

 過疎法についてであります。 

 令和3年3月末で現行の「過疎地域自立促進特別措置法（過疎法）」が

失効することとなります。現在、新たな過疎法制定に向けた動きがある

中で、安芸高田市としての情勢変化への対応をどのように考えておられ

るのかお伺いいたします。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 児玉浩君。 

○児 玉 市 長  ただいまの「新過疎法制定に向けた動きの中で情勢変化への対応」に

ついての御質問にお答えいたします。 

 新たな過疎法制定に向け、安芸高田市議会におかれましても、国等に

対して、要望活動に取り組んでいただいております。心から感謝を申し

上げます。 

 新過疎法では、持続的発展を新たな理念とするよう議論されています。

過疎地域の指定要件につきましては、現行法と同様に、人口と財政力を

要件とし、人口要件では人口の減少率を計算する際の基準年について議

論をされており、減少率によっては、本市は過疎地域から外れることと

なります。さらには、合併の特例であった一部過疎やみなし過疎につい

ても、その制度を残すか否かの検討がされているとのことでございます。 

 いずれにしましても、本市が過疎要件を満たさず、過疎地域から外れ

ることになりますと、国の過疎対策としての支援が受けられなくなり、

有利な過疎債も活用できなくなります。国は今後、夏頃までに今後の過

疎対策の基本的な考え方をまとめることとしています。時間はありませ

んが、引き続き要望活動に力を注いでまいる所存でございます。 

 御理解賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 宍戸邦夫君。 

○宍 戸 議 員  この過疎法については、実は昨年の6月議会において、議会としての

国に対する意見書を提出をされました。そういう経過もあるんですけれ

ども、この過疎法は安芸高田市の発展のためには、本当欠かすことので

きない大事なものだろうというふうに私は位置づけているんです。 

 しかし、市長答弁をされましたが、今のままじゃ外れるかもしれんと

いうふうなことがあるわけですが、しかし外れると大変なことになる。

みなし過疎というのもありますが、私は今回市と議会と衆議院に対して

要望書を出すというふうなことも聞いておりますが、ぜひそういう取り

組みも積極的にやっていただきたいというふうに思うんです。 

 このコロナが出てから、過疎と過密というのも大変なことだなと思う
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んです。この過疎というのは、むしろ過疎という言葉がいいのかどうか、

私も疑問を感じているんですけれども、やっぱり、自然豊かな、この町

が、ここへ住んでも別に不自由は余りないというふうなまちづくりをし

ていくというのが大変大事なんだろうと思うんです。今いろいろ言われ

ておるのは、医療の関係では、産科がなくなったということも、妊婦さ

んにとっては、また若い人にとっては不安の材料の一つだろうと思いま

す。 

 そういったところも、やっぱり充実強化していくためには、こういっ

た町も過疎と言いますか、自然豊かな町を維持していくというのは、や

はり国の責任でもあると思うんです。同時に、都会の人もこういった田

舎も大事、自然を守る、水資源を守る。そういったいろんな多面的な機

能を持った田舎、農村地帯というのは全国国民、誰にも必要なものであ

り、共有の財産だろうと思いますので、ぜひ自信を持ってこの要望なり、

対応をしていただきたいと思います。 

 町の人も田舎がないと困るんですよね、実際。食糧だって町じゃでき

ておりませんし、都会ではね。やっぱり田舎でできるものであって、全

てに関わる、命に関わる問題でもあるというふうに、オーバーなんです

けれども、実際そういうことです。そういうことですから、ぜひ強力に、

今までの過疎法の視点をちょっと変えて、やっていただければというふ

うに国のほうへも要望していただければと思います。 

 実は、この6月議会においても、この間の総務企画常任委員会におい

て、やはり引き続き、国に対する意見書も提出したらどうかというんで、

総務企画常任委員会で議論していただきました。最終日に意見書送付に

ついての提案をさせていただくようになっておりますが、議会は議会と

しての取り組みはこれまでずっとしておりますから、執行部としても積

極的な取り組みをしていただきたいと思います。具体的な取り組みを市

長、今どのように考えておられますか。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 児玉浩君。 

○児 玉 市 長  過疎法の質問でございますが、過疎法については市議会の皆様方にも

今年の1月でしたかね、国にも要望していただきましたし、つい先日も

市と議会の合同での、一緒に国に要望するということで、要望書も上げ

ていただきました。この要望書については、先般国の方針、ある程度の

方針が出されたということで、このままではいけないという危機感を持

ちながら、急遽、県議会とも話をしながら、どういった要望が一番必要

なんだろうかという形での要望をさせていただきました。基本的には、

先日の市と議会での要望書は、内陸部振興対策協議会、こちらのほうで

取りまとめをいただきまして、4市4町が加盟する会でございますが、一

斉に市と議会とで連名で国に対して、同じ宛先ですが、国、国会議員、

広島県選出の国会議員、全てに対しての要望書を送らせていただいたと

ころでございます。 
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 非常に危機感を持っております。先ほど申しましたように、人口要件

であるとか、地域要件であるとかいうのが変わってきますと、このまま

では内陸部地域においても、かなりの地域で過疎の対象から外れるんで

はないかということがございます。これは議員立法でございますので、

引き続き国会議員さんのほうへ今直接コロナの影響で上京するというわ

けにはいきませんが、事あるごとにそういった要望を続けていく。今は

これしかないというふうに思っておりますし、最終的には議員一人一人

にその確認をとっていければというふうに思っております。 

 どうぞよろしくお願いを申し上げます。ごめんなさい、国会議員のほ

うでございます。よろしくお願いします。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 宍戸邦夫君。 

○宍 戸 議 員  私は、常々国でも、都会ももちろん大事なんですけれども、端っこの

ほうがより大事なんじゃないかというふうに思うんですよ。安芸高田市

の場合は、町の中も大事ですけれども、周辺、端っこ、そういうことを

よくよく考えて見たときに、私は今回の過疎法が切れるくらい、議員立

法ですので、ちょっと難しいところもあるんですけれども、しかしそう

いう議員が田舎から、田舎言うか地方から出ておられる国会議員たくさ

んおられるわけですから、恐らくそういうことは気がついておられると

いうふうに思うんですけれども、なかなかそういう財源的な問題が、あ

るのかどうか知りませんが、この日本の国の価値というのは、どこにあ

るかということもしっかり考えていただくような、話をしていただきな

がら、この要望をぜひ積極的にやっていただきたい。そのことが国益に

もつながるし、安芸高田市にとっても最大の利益になると、こういうふ

うに思いますので、ぜひよろしくお願いいたします。 

 次の質問に移ります。 

 新市長と職員の意思疎通について。新市長のまちづくりの基本的な考

え方について、全ての職員が納得していただく十分な説明と、職員の意

見を聞きながら理解を得る取り組みが、今必要ではありませんか。市長

の所信をお伺いいたします。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 児玉浩君。 

○児 玉 市 長  ただいまの「市長と職員の意思疎通」についての御質問にお答えをい

たします。 

 御指摘いただきますように、私が市政を進めていく上で、市の職員と

の意思疎通は欠かすことができません。4月の市長就任時に、まず職員

の皆様に申し上げたことは、市政を共に担うパートナーであること、そ

して、私も職員の思いをしっかりと共有しながら、誠心誠意取り組む決

意であること、この2点でございます。共に力を合わせて市民の期待に

応えていきたいと考えております。 

 この間、市の総合計画など、基本的な方針や財政状況、組織や定員管
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理の状況、また私が掲げた政策目標に対する現状についてヒアリングを

行い、必要な指示をしてまいりました。これらについては、今回の施政

方針にも反映をされておりますが、各部局の業務課題や今後の方向性に

関する意見交換など、まだまだ各職員とのコミュニケーションは不十分

であると認識をしております。様々な機会を通じて、現状の把握を的確

に行い、政策課題に対して共通認識のもと、職員一丸となった取り組み

となるよう、努めてまいります。 

 御理解を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 宍戸邦夫君。 

○宍 戸 議 員  新市長、児玉浩市長さん。というのは、ちょっと申し上げにくいかも

しれませんが、一応申し上げるんですけれども。 

 なかなか知った人が少ない。というのが、やはりこれまで幸か不幸か

分かりませんが、選挙で施政方針なり、自分のまちづくりのことを訴え

る機会がなかったというところが1点あるのかもしれません。それは市

民の皆さんの責任でもある、我々の責任でもあるんですけれども、これ

は市長にとってはよいことだったかもしれません。 

 そういうことからして、やはり今新しい市長が誕生したという。この

町、市民の方も児玉市長はどういう人だろうかと、こういうふうな声も

実は聞くんです。そういうことからして、まず市長さんは職員との意思

疎通をしっかりしていただく。自分の思いを身近なところへ行って、幹

部も大事なんですけれども、職員のところへも出向いて行ってでも、顔

を合わせて、話をしていただく機会が多ければいいんじゃないかという

ふうに思うんです。 

 このまちづくりについては、本当この長い間、広島県議会議員として、

この安芸高田市のためにも一生懸命頑張っておられる姿勢は私は知って

おるんですけれども、やっぱりなかなか、どういう人なんだろうかって

いうのが見えないというふうな話も聞きます。そういうことからして、

大事なのは、まず身近な、先ほど答弁いただきましたが、身近な職員の

中からしっかり自分の考えを聞いていただいて、また職員さんの意見を

聞いていただいて、まちづくりのために力を発揮していただければ、よ

り市民に対する、またまちづくりに対する効果があらわれるというふう

に思うんです。 

 先ほど、中心も大事なんですけれども、端っこが大事だという、職員

は端っこじゃありません。最先端で働く職員ですから、一番大事なんで

すけれども、そういうことを考えていただいて、やっぱりできるだけコ

ミュニケーションがつくれる機会をつくって、自らがつくっていただい

たまちづくりを推進していただきたいと思いますが、再度、市長のお考

えをお聞きいたします。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 児玉浩君。 
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○児 玉 市 長  議員御指摘の市民との交流、職員とのコミュニケーションの問題でご

ざいます。 

 私の場合は、県議時代から、実は無投票当選がずっと続いておりまし

た。21年間、県議生活を過ごしてまいりましたが、その間、合併の前も

含めて、地域を細かくいろんな行事等で歩かせていただいたという経緯

はございます。土曜、日曜はほとんど休みがないぐらい地域の皆さんと

の交流をしてまいりましたが、やはり今コロナの時代が始まって、当選

後、全く地域の行事に顔を出せておらず現状の声を聞くことができない

というのが、今の課題であるというふうに思っております。 

 将来的には、地域をしっかりと回って、行事を含めて回っていきたい

ですし、また市政の報告も、どんな形になるか分かりませんが、地域の

皆さんのほうへしていくというふうな方法をとってまいりたいと思いま

す。 

 まだ就任をして2か月、明日でちょうど2か月でございますが、しっか

りと今後、市民とも職員ともコミュニケーションがとれるように、頑張

ってまいりたいと思います。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 宍戸邦夫君。 

○宍 戸 議 員  たまたまコロナの関係がありましたよね。多分、市長さんもなかなか

出ていきたいけれども行かれないという部分もあるんだろうと思います。 

 しかし、こういうときだからこそ、職員の皆さんは、現場へどんどん

出て行かれますから、必ず市長はどうかいのと、こういうふうに話が出

てくると思うんですね。市長は、こういうまちづくりをするんだという

ことをおっしゃっとる。いうふうなことが、少しでも話ができれば、そ

れは人と人とのコミュニケーションでつながってくということもありま

すので、いろんな方法を考えて、午前中の同僚議員の話もありましたが、

動画でというのも一つの手法かもしれません。そういうあらゆる手法を

通じながら、やっぱり市民との交流を図っていくということ、それと同

時に、まず私は職員との意思疎通をしっかりしていただきたい。こうい

うことを要望いたしまして、私の一般質問を終わります。 

○先 川 議 長  以上で、宍戸邦夫君の質問を終わります。 

 続いて通告がありますので、発言を許します。 

 15番 金行哲昭君。 

○金 行 議 員  15番、金行哲昭でございます。 

 通告のとおり、大枠3点、安心・安全・安定・活力のある安芸高田市。

新型コロナウイルスの中で今後の取り組みについて。国民が検察とは何

か、信頼はどう考えているか。と大枠3点、ゆっくり質問させていただ

きます。 

 市長、おめでとうございます。市長になられて、もう2か月たちまし

たが、初めての一般質問でございます。お父さんとは何遍もしましたが、
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新市長とやるので、私も緊張しております。新たな気持ちで素直に、私

の気持ち、また今から4年間市長が思われとることを、我々議員として

も、その旗の下で、よきことはよき、悪きことは悪き、どんどんディス

カッションしていきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 市長は、選挙の公約で、無難なことで、安心・安全・安定・活力のあ

る安芸高田市と訴えております。当然ですね、これは。それが一番キャ

ッチフレーズになりますから。 

 まず、1問目に人口減対策について、基本的な考え、この人口減対策

まで2番目に言う財政、これは同僚議員もいろいろ質問してくれとりま

すので、重複することがありますが、重複することは私も言わないよう

にしますが、市長は初めてなので、その思いが強調するところは2遍も3

遍も言うてもらってもいいですから、それが市長の今回のまず4年間の

スタートだと思いますので、よろしくお願いします。 

 人口減対策の市長の思われる基本的な考え、前市長もやっぱり人口減

対策を一番に挙げておられました。同僚議員が言いましたように、2年

続けて社会減を超えて社会増に安芸高田市がなったということが市長の

答弁にありましたが、そのことで一生懸命頑張ってますが、新たに市長

の考えをまずお聞きします。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 児玉浩君。 

○児 玉 市 長  ただいまの「人口減対策に対する基本的な考え方」の質問についてお

答えいたします。 

 人口減対策につきましては、安芸高田市の最重要課題であると考えて

おります。広島県全体で社会減となる中で、2年連続社会増という成果

を上げたことから、これまでの施策を継続することを基本としつつ、今

回の肉づけ予算に計上しております、本市に住む親元にＵターンしやす

くする多世代同居支援制度を新設するなど、新たな取り組みも積極的に

進めてまいりたいと思います。 

 人口減対策としては、未来を担う子供の教育や子育て環境の整備、地

域産業を発展させるための支援や地域の新たな仕事づくりが重要と考え

ております。 

 また、多文化共生の取り組みを進め、外国人にとっても住みやすい環

境を整えることは、人口減対策だけでなく地域産業を支えるうえで重要

なことと考えております。 

 御理解をいただきますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 金行哲昭君。 

○金 行 議 員  人口減対策としては、まずまず平凡な回答ですよね。それはしょうが

ないことです。それで今から新たにいろいろな施策をやっていくという

ことですから、市長が言われておる、やっぱり昨日ちょっと言うたかも

分かりませんが、今空き家対策がすごく多いんですよね。その空き家を
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空き家だけじゃなく、そこへ何かを手を加えて、もう一段階上の空き家

を他市町から来られるようなことの策を考えていかねばいけないんが、

昨日もちょっと言うたと思うんですが、市長も考えておられるいうこと

ですが、その点を一つ伺いします。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 副市長 竹本峰昭君。 

○竹本副市長  今回の人口減少対策の中の社会増になった大きな要因の一つとして、

安芸高田市の空き家バンクに登録されている件数の成約件数が県内一と

いう実態の中で、広島市、また市外から多くの方が安芸高田市に移住、

定住されとる結果も大きな要因の一つとなってるということは一つ御理

解いただきたい。そういった成果のもとにさらに空き家バンクの登録者

数をふやしていく。また空き家バンクを利用したいという登録者数もふ

やしていく仕組みを今直接的に対応させていただいとる実態です。 

 そういった中、委員会等の中で、金行議員が御指摘のありました安芸

高田市に定住したいと思ったりする中に、空き家をモデル的な住宅とし

て、市外、県外等からお試し的に住む、短期間であったり、そういった

中で安芸高田市というところは実態はどうなんか。冬場はどうなんか。

そういった中で生涯に暮らしていける場所かどうか。そういったお試し

的ハウス等については、これからの一つの検討課題というふうに考えさ

せていただいておりますので、これからも多用な方法を考えて、安芸高

田市の社会増に向けての対応はやっていきたいと考えております。 

 以上です。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 金行哲昭君。 

○金 行 議 員  今、副市長がそのように答えて、今までやったことがそういうことで、

ある程度は伸びてきて、新たにワンクッション、ツークッション上げて

議論して、前へ前へ進んでいきましょう。 

 2番目に行きます。 

 またこれが財政健全化についての基本的な考えで、これも午前中の同

僚の質問にも出ましたように、財政というもんは特別交付税も減り、い

ろいろ非常に厳しい中にも、我々議員とする立場としては、余り減して

もらいたいくない、あそこもやってもらいたい、ここもやってもらいた

いとは心では思います。ただ、そればっかりは言っておられません。 

 市長が掲げておられました公共施設の見直し、事務の効率化等々考え

ておられますが、それを考えた上での財政健全化についての基本的な考

えをまずお聞きします。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 児玉浩君。 

○児 玉 市 長  ただいまの「財政健全化についての基本的な考え方」についての御質

問にお答えをいたします。 

 財政の健全化につきましては、私のマニフェストにも掲げており、安
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心・安全・安定、活力あるまちづくりを進めるうえでの大きな目標でご

ざいます。 

 しかし、現在の健全化計画は、このたびの新型コロナウイルス感染症

など、当初想定していなかった状況も発生したことから、予算規模、財

源規模等に差異が生じ、厳しい財政運営となっております。 

 こうしたことから、今後の財政の健全化につきましては、施策の推進

に必要な事業への予算の重点配分と合わせた、不要不急の事業の見直し

など、さらなる行政改革への取り組みにより、今年度策定いたします、

後期総合計画実施計画との整合を図った持続可能な行財政運営を基本と

した計画の見直しが必要と考えております。 

 また、そのための新たな施策展開、事業見直しなどにつきましては、

市民の声をしっかりと聞き、議員の皆様との協力を賜りながら、スピー

ド感を持って取り組むことが大切だと感じております。 

 御理解を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 金行哲昭君。 

○金 行 議 員  ここでいろいろありました、あれはどうする、これはどうするという

ことは言いませんが、一つ今までのを取りやめるということもいいこと

ですが、市長は新しい芽を出せるためには何かをやって、その種まきを

しないといけないということをどっかへ書いておられ、それも必要だと

思うんですが、その思いをお聞かせください。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 児玉浩君。 

○児 玉 市 長  確かに、施政方針の中で、新しい芽を出すという書き方をしておりま

した。今回の予算への取り組みの中でのことを申し上げたことでござい

ますが、新たなＩＴ、ＡＩ、こういったものを利用しながら、まずは職

員の事務負担を減らしていけるような、有効な時間の使い方、時間外を

減らす、また自分たちの時間の中で新たなものを生み出していく。こう

いったところができるような予算としての、新たな芽を出すための予算、

ということもございますし、様々な検討をするための予算というのが、

このたびに組み込まれておりますので、そういった意味での新たな芽を

出すという言い方をしております。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 金行哲昭君。 

○金 行 議 員  新市長としての、新しい芽を出して、それを我々が同調するか同調し

ないかは、その種によって意見も述べていきますし、水もやっていきま

すし、肥やしもやっていきますし、それではディスカッションしながら

前へ進みましょう。 

 次に行きます。 

 この新型コロナウイルスの件ですが、今後の取り組みについてと言う
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ても、いろいろ取り組むのも完璧に考えておられますし、いろいろござ

います。 

 これは私違うんですが、コロナウイルスに関してでもなく、やっぱり

危機管理に対しての住民の理解とその重さと、また今度は市のほうから

の説得力が必要と思うんですが、危機管理における情報発信のあり方に

ついて、今考えておることをちょっとお聞きします。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 児玉浩君。 

○児 玉 市 長  ただいまの「新型コロナウイルス感染症対策に係る情報発信のあり

方」についての御質問にお答えをいたします。 

 本日まで、安芸高田市内で確認された感染者がないということは、ひ

とえに市民や事業者の皆様の御協力のおかげと感謝をいたしております。 

 コロナウイルスに関する情報は、日々変化いたします。皆様の御協力

を得るためには、正確な情報を適切な時期に分かりやすい表現でお伝え

することが大切です。市独自の情報発信手段であるお太助フォンを初め

ホームページやＦａｃｅｂｏｏｋでの発信とともに、先月開設いたしま

したＬＩＮＥも活用し、それぞれの特徴を生かした分かりやすい情報発

信に努めてまいります。 

 また、状況に応じて、私自身の声でお伝えすることで親しみの持てる、

あるいは切迫感のある情報伝達につなげることも考えてまいりたいと思

います。 

 どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 金行哲昭君。 

○金 行 議 員  それは今まで聞いたんと同じ、それでいいんです。同じでいいんです。

同じことになると思います。その繰り返しですからね。 

 一番私懸念するのは、安芸高田市に出なかった、三次には出た。出た

ことを想定はされとると思いますが、病院がない。これはあなたは余り

ひどくないから家に帰ってください。家は家族がおる、おばあちゃんが

おる、おじいちゃんがおる、兄弟がおる、子供がおると。前の市長のと

きも出たんですが、そのときには市長どっか一軒家ぐらいは、もったい

ないいうことは言っちゃおりませんので、もし要るときには、そういう

ぐらいな一軒家か、何所帯かいうのは、あらかじめ考えとくいうのは多

分あるかと思うんですが、その点はどういうディスカッションか、どう

いう話になっとりますか、1点お聞かせください。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 副市長 竹本峰昭君。 

○竹本副市長  新型コロナウイルスで安芸高田市内で感染者が発症するというケース

も想定して、市行政としたら、いろんな対応策等も検討して、準備はし

ております。 

 そうした中、先ほど議員御指摘の安芸高田市で感染者が発症したとき
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に、空き家にというのは、現実的には確率はほとんど少ない実態だと。

今でいえば指定病院とかそういったところに、病院に入所いただく形が

主になっていく。それ以上の実態があった場合の状況というふうに考え

させていただく。 

 ただ、それだけでなく、安芸高田市で感染者が発症した場合、市民啓

発、今後市民の動き、また行政の職員の動き、そういった多様な仕組み

を一生懸命検討はして、一応体制的にはとれる準備等も用意はしてきた

つもりでございます。 

 以上です。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 金行哲昭君。 

○金 行 議 員  病院は、安芸高田市じゃなしに、それは広島か三次か庄原かでしょ。

それは皆、そういうのを覚悟しなさいというルールの中でそう言うてん

じゃが、それはもうぴしゃっとしてあるということで、今副市長答えて

くださったんで、私も安心じゃが、当初は、あっちもあれもない、これ

もないという時でございましたのでね。 

 昨日のは、でも私は焼却場も福山へ行かなくちゃできないのかという、

ちょっと勘違いしたことも、いやここでもやってあげるということもご

ざいましたので、安心しましたが、ここでもそういう人はそれなりの隔

離というんですか、養生してやってくださいということを聞きましたん

で、安心しましたが、そのようなことは皆だめです。 

 それと、この災害に対して私いつも言うタイムライン的なもんですよ

ね。もうあのぐらい出た、このぐらい出た言うて、台風と同じようにタ

イムライン的なことは、素人ですが、そういうことは考えられているか

とは思うんですが、副市長どうでしょうか。考えておられるんですか。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 副市長 竹本峰昭君。 

○竹本副市長  今の御質問は、コロナウイルスに対するタイムライン的なものという

ことですか。 

 あのタイムライン的な発想というよりも、今でもやっぱりＰＣＲの検

査があるといった実態があります。そういった場合に、起きた場合の対

応を常に準備をしてきているということで御理解いただきたいと思いま

す。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 金行哲昭君。 

○金 行 議 員  タイムライン的なことで、災害等いろいろなことを含めて言うたんじ

ゃが、日頃から、コロナじゃないが、ほかの病気の場合でもそういう考

えでおれば何でも、備えあれば憂いなし、そういうことわざがございま

すが。そういうことで思って言わせてもらいました。 

 次の質問にまいります。 

 テレワークとデジタルの働き方改革について、本市における技術の考
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え、今からはもうテレワークじゃ、デジタルじゃいうのは、市長も昨日

の答弁、今日の答弁でもいろいろ考えておられるんですが、今度は学校

教育においても、例え役所の仕事にしても、こういうのは当たり前にな

ってくる時代が来る思うんです。市長の考えをお聞かせください。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 児玉浩君。 

○児 玉 市 長  ただいまの「本市の情報技術の考え方」についてという形で御質問に

お答えさせていただきたいと思います。 

 新型コロナウイルス感染予防対策に伴う、職員の働き方として、本市

ネットワークを利用した分散勤務、Ｗｅｂ会議システムの導入などによ

り対応してまいったところでございます。 

 今後の働き方の変化に対応する情報技術の活用として、Ｗｅｂ会議シ

ステムの恒常的な利用や、サテライトオフィスが利用できる環境の構築、

在宅勤務の可能なネットワークの検討や、ＲＰＡ（ロボティック・プロ

セス・オートメーション）の導入について、調査研究を行い、働き方改

革と業務の効率化を進めてまいります。 

 御理解賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 金行哲昭君。 

○金 行 議 員  まさにこのサテライト会議とかテレワークというのは、以前、我が市

もそのように力を入れて、ある程度やってきたんじゃが、やっとそれが

そういう時代にきたのかなと。直接には、学校等はそこまでのあれはな

かったですが、いよいよ会社関係、いろいろな関係でも、一人で仕事が

できる空間、またそういう施設というもんができる。それにつないでも、

空き家対策というものが必要になってくると思うんです。 

 今も向原の駅舎でも、そういったことが進んでおりますが、それに合

う人今からもどんどん進めていくという市長の考えでございますが、ほ

かの方法、今広島でもあるビルを改造して、そのような施設にするとか

いうのがございます。 

 安芸高田市も昨年と続いて、どんどん取り入れていく考えがあるとは

思うんですが、どのような構造で、どのようなことにどのように飛躍し

ていこうと思っておられるのか、副市長はずっとやっておられるなら副

市長、分かっとる分でいいですからお願いします。 

○先 川 議 長  答弁を求めますが、市長への質問ですか。 

 答弁を求めます。 

 副市長 竹本峰昭君。 

○竹本副市長  議員御指摘のとおり、今島根県でもいろいろ議論されとるように、 

今回のコロナウイルスの感染症の拡大という中で、田園回帰の動向がか

なり出てきてるんじゃないか。都市部の若い人らが田舎への移行、移住、

そういったことを考えられる状況がかなり進んできとるんじゃないかと

言われとる実態もある。 
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 そういった中にあって、今サテライトオフィス、またはテレワーク、

そういった仕組みいうのは、これから今回のコロナウイルス、特にそう

いった事象の進行がもろに求められとる事象ではなかったというふうに

考えております。そういった中で、昨年度コワーキングオフィスとして

向原町の駅舎の3階を改修させていただきました。さらに、どのように

するかという方針については、今回のコワーキングオフィスの利用実態、

そういったものを検証しながら、さらにそれを進めていくのかどうか、

また検討していきたいと考えておりますので、御理解頂きますよう、よ

ろしくお願いします。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 金行哲昭君。 

○金 行 議 員  市長よろしいですか。それで。全く一緒ですか。分かりました。 

 じゃあ、正式に3番目に行きます。 

 国民が検察とは何か、信頼をどう考えるか。これは国会でもいろいろ

問題になっとる検察庁法の改正案の国会が成立は見送られましたが、直

接には関係ないと思われるかも分かりませんが、私はそれは国民全体の

懸念事項だったと思います。 

 たまたま前の人が、いろいろなことで、かけマージャン等々で取りや

めになりましたが、こういうものでいいんだろうか、いろいろな疑問が

あります。話せばちょっと話して、国会並みに話したいんですが、ここ

は国会ではございませんので、市長のその思いを多分全て私の言いたい

ことは把握されとると思いますから、市長の思い、その思いを私が受け

止めて、今後の4年間に市長に対する思いをまたうたって、安芸高田市

を考えていきたいと思いますので、市長の思いをお聞かせください。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し答弁を求めます。 

 市長 児玉浩君。 

○児 玉 市 長  ただいまの「検察庁法の改正案見送りに係る市政及び市民生活への影

響」についての御質問にお答えをいたします。 

 検察庁法の改正案見送りにつきましては、国の法案改正に関すること

でございますので、答弁は差し控えさせていただきますが、同時に提出

されておりました、国家公務員の定年延長に関する法案については、地

方公務員の定年延長に大きく影響することから、その動向を注視してい

るところでございます。 

 御理解を賜りますように、よろしくお願いを申し上げます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 金行哲昭君。 

○金 行 議 員  討論か質疑するんじゃありませんが、国家公務員のはしごへ乗せて、

固有名詞出していいんか分からんが、前検事長の定年延長の問題を出し

てきとるんですよ、政府は。そういうことがいいのかなと思うて、私は

思うんですが、それは全然最後何も感じられません、市長。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 
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 市長 児玉浩君。 

○児 玉 市 長  先ほどの件でございますが、国会の中でも、議論がまとまっておりま

せん。賛成もあれば、反対もある。同じ党派の中でも、やはり反対もあ

る。こういった状況でございましたので、あえて私の立場で答弁を控え

させていただきたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 金行哲昭君。 

○金 行 議 員  そこまで言われるんですから、またゆっくり個人的でも話して。 

 法とは、やっぱり我々全部皆平たく法が定まっとるんです。国会だか

ら、ここだからいうことじゃないんです。法は我々皆、法の下で一生懸

命生きとるんです。 

 今回の質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○先 川 議 長  以上で、金行哲昭君の質問を終わります。 

 この際、14時10分まで休憩といたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ２時００分 休憩 

午後 ２時１０分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○先 川 議 長  休憩を閉じて会議を再開いたします。 

 続いて通告がありますので、発言を許します。 

 13番 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  13番、秋田雅朝でございます。 

 本日最後の質問をさせていただきます。 

 通告書に基づき質問をさせていただきますが、まず児玉新市長のかじ

取りの元、新しい船出が始まりました。児玉新市長におかれましては、

これまでの議員活動等の経験を生かされて、実績を上げられてこられた

ことには、評価させていただくところでございます。今後は、これまで

の経験を市政運営に反映してまいりたいということを基本に、さらには

真剣に、誠実に、の政治信条のもと、活力ある安芸高田市の創造に取り

組まれて行かれることを強く望んでいるところでございます。 

 私も議員として、何事も市民のために、を基本に、しっかりと議論を

させて重ねていかせていただきたいと思っておりますので、どうかよろ

しくお願いいたします。 

 今回の質問は、施政方針で最重要課題とされている、新型コロナウイ

ルス感染症の拡大防止対策と施政方針について、の2項目について質問

をさせていただきます。 

 なお、コロナウイルス感染拡大防止対策につきましては、午前中芦田

議員等の質問もございました。重複するところがあるかもございません

が、重複したところの答弁につきましては、省略していただいても構い

ませんが、どうかよろしくお願いいたします。 

 それでは質問に入ります。 
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 まず、新型コロナウイルス拡大防止対策について、ということで、1

番目の災害時の避難所における感染予防対策についてということでござ

います。 

 梅雨入りを安芸高田市もしましたが、新型コロナウイルス感染の第2

波が懸念されている中で、特効薬やワクチンがまだない今、感染症との

複合災害という想定がふえ、さらなる安全確保の必要性があると考えら

れます。避難所の多くは、三密そのものの環境でございますが、収容人

数の課題、分散避難等の検討をしておくべきだと思いますが、本市での

対応、見解についてお伺いをさせていただきます。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 児玉浩君。 

○児 玉 市 長  ただいまの「災害時の避難所における感染予防対策」についての御質

問にお答えをいたします。 

 午前中の芦田議員への答弁と同様となるところもございますが、避難

所での三つの密の回避という観点から、分散避難等を考えておく必要が

あると思います。そのためには、市民への啓発と避難所の体制づくりが

必要です。分散避難という点では、次のことを考えております。 

 市民の啓発としては、①ハザードマップで危険な場所を確認していた

だき、安全な場所にお住まいの方は自宅で安全を確保していただくこと。

②親戚や知人の家など、避難所以外に安全な場所があれば、避難先とし

て活用していただくこと。③避難の際には、マスクと手指消毒をしてい

ただくこと。 

 避難所での対策につきましては、第1に、なるべく多くの避難所を開

設することや多くの部屋を使用すること、パーテーション等を活用する

ことで、避難者同士の間隔を取ることなど、濃厚接触者をできる限り防

ぎます。2つ目として、避難者の体温を測定し、体調の悪い避難者は別

の部屋やテントなどの別区画へ誘導します。3つ目として、保健師が巡

回し、避難者の皆さんの健康状態を確認します。4つ目として、避難者

がふえることが予想される場合には、避難所の増設ができるよう、施設

の利用協定を結んでいる団体等と調整します。5つ目として、さらには

自家用車内での避難者対応として、市の駐車場の確保など、可能な対策

を講じてまいりたいと考えております。 

 御理解賜りますように、よろしくお願いいたします。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  いろいろな避難方法、場所等は、ただいま説明をいただきましたし、

午前中もいただきました。それで重複しないようにするために、私が対

応検討していただきたいということだけを申し述べさせていただきたい

と思います。 

 分散避難については、今答弁ございましたけれども、でもこの件につ

きましては、素早い避難ということを考えたときに、千葉県のほうでは、
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指定の避難所にこだわらず、親戚や知人宅など緊急時に駆け込める安全

な避難先の確保をしておくということを、もうマニュアルを策定して、

その中で感染リスクを負ってまで、避難所に行く必要はないとはっきり

明記されております。だから、とにかくいち早い避難が必要だというこ

とだと、いうふうに思います。 

 それから、車中泊については今答弁いただきましたけれども、やはり、

その場所をどこどこはどこ、地域によってはどこに避難するかという駐

車場の確保を検討、周知、徹底をしとく必要があるんだろうと思うんで

す。これからなんですが、一つにはやっぱりエアコン設備等がしてある

学校等も本当に暑い時期の対策としては、いいんじゃないかなと。学校

が避難場所として。ただ、学校はやっぱり先生方、いろいろな大変な今

御苦労なさってる中で、そういう取り組みをされること自体に少し問題

があるということを考えたら、やはりここらあたりは教育委員会等との

調整が必要なんじゃないかなと思います。でも、避難場所としては考え

られるんではないでしょうか。 

 それから、一番大事だと私が思っているのが、今の複合災害というこ

とを考えたときに、避難弱者の高齢者、障害者、それから乳幼児のため

の福祉避難所の確保を検討しとかなきゃいけないんじゃないかなという

ふうに私は思います。 

 特に、感染症にかかれば、重篤化しやすい高齢者等への目配りが必要

で、これも車ではございますが、車で早めの避難対策をしていく必要が

あるんではないかなと思います。 

 それから、もう1点ほどが、保健師の配置ということで、答弁は頂い

たかと思うんですが、神石高原町では、これは配置をされるというふう

に出ておりましたし、本市では巡回だということなんで、そこらあたり、

人数的な対応と取り組みは重要ではありますが、対策としての検討は課

題があるのかなとは思いますが、そこらあたりをしっかり検討していた

だきたいということで、この3点について、今の検討をしていただける

かどうかの答弁を頂きたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 総務部長 西岡保典君。 

○西岡総務部長  ただいまの御質問でございますけれども、他市他県の例を挙げて、今

おられましたけれども、同様に広島県においても対応マニュアルという

ものがございます。それに準じて、本市におきましても同じような対策

をとっておるわけでございまして、現在ホームページのほうには前回の

全員協、5月であったと思いますが、紹介させてもらったチラシに挙が

っておる部分をホームページのほうへ掲載させていただいて、先ほど議

員がおっしゃった、安全な場所をまず確認された上で安全であれば避難

をしなくてもよろしいですよとか、そういった部分は既にチラシの中で、

またホームページの中では示させていただいております。 

 安全であっても、垂直移動であるとか、2階への避難とか、そういっ
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た部分も考えられます。 

 その他、高齢者の部分については、これまでもコロナ関連以外でも、

昨年までの避難状況から見ますと、高齢者の方の避難者というのが多く

ございまして、その中でもやっぱり台風なら台風、洪水なら洪水、自体

も怖いと、一人でいるのが心配であるといった要件が、理由がほとんど

であったと思います。そういった中で3番目になりますが、昨年度もそ

うですが、そういった避難者がおられるところに対しまして、保健師の

派遣をいたしまして、1か所にとどまることはないですが、巡回という

形でさせていただいて、健康状態であったり、そういった状況について

問い合せ、聞き取りをしたりとそういった実績もあります。 

 そういったことで、今後についても、コロナも加わりますけれども、

そういった部分については引き続いて、より充実した形で検討していき

たいと思っております。 

 以上です。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  どうかよろしくお願いいたします。 

 次の質問に移ります。 

 2番目でございます。 

 学校再開後の対応について。これも午前中芦田議員、重複するところ

ございましたし、教育長の答弁の中にも私が思ってるところの答弁もご

ざいました。ただ、ちょっと質問はさせていただきます。 

 文部科学省のホームページでは、学校再開に向けて衛生管理マニュア

ル「学校の新しい生活様式」を作成し、対応を示されてございます。そ

の中で本市は、「レベル1」にあたると思われますし、そうした対応を

されている現況だと思うんですが、そこらあたりの答弁を一つ願うこと

と、それから、こうした状況の中で、教職員の方の健康面に心配がござ

います。児童・生徒の感染防止対策や子供たちの生活リズム等心のケア、

学習のおくれを取り戻すための取り組み等、今まで以上の長時間労働に

ならないかという懸念がございます。こうしたことを踏まえまして、教

職員に対するケア・対応について、教育委員会としてはどのようなお考

えか、所見をお伺いしたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 教育長 永井初男君。 

○永井教育長  ただいまの「学校再開後の教職員に対するケア・対応」についての御

質問にお答えをいたします。 

 6月1日の学校再開後、各学校では、新しい学校の生活様式に基づき、

感染リスクを回避する様々な工夫をしており、この取り組みは今後も継

続的に行っていく必要があると考えています。 

 こうした状況の中、教職員は、感染対策と子供たちの学びの保障の両

立に努力しており、心身の疲労が心配される状況にあります。教育委員
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会では、毎年、学校ごとに衛生推進者を選任し、健康に不安のある職員

の早期発見に努めています。また、衛生委員会を各学校に設置し、必要

に応じて健康管理医から、教職員の健康管理について、指導助言を受け

ています。 

 いずれにいたしましても、教職員の安全及び健康を確保し、快適な職

場環境を整えることは、教育委員会の責務でございますので、例年以上

に、働きやすい職場環境の整備に努めていきたいと考えております。 

 御理解を賜りますようお願いを申し上げます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  ただいま答弁頂きました「学校の新しい生活様式」ということで、ほ

かのこともいろいろと先生に対して、教育委員会として取り組みはなさ

れていることが今伺えましたけれども、この「新しい学校の生活様式」

の中で、レベル1というので今朝も説明ございました、1メートルあけて

感染を防ぐとかいうような取り組み、ここは芦田議員特に学校へ行って

見られたりということもお伺いしましたけれども、いろいろな取り組み

はされていると。 

 この中で、児童生徒への指導ということで、学校生活における一番の

感染リスクは、休み時間や登下校など、教職員の目が届かないところで

の児童生徒等の行動がまず一つございますと。それから、こういうこと

に関しまして、学校生活、特に低学年の話がございましたけれども、学

校生活を始めるに当たり、まずは児童生徒等が感染症を正しく理解し、

それから感染のリスクを自ら判断し、これを避ける行動をとることがで

きるよう、感染症対策に関する指導を行う必要があるということで、こ

こらあたりはされてるとは思うんですが、教育長さん、そこらあたりの

認識についての答弁をいただくことと。 

 もう1点は今答弁いただきました、学びの保障総合対策パッケージ、

これが6月5日にホームページに掲載されております。私も見させていた

だいておりますが、私は先生に対する一つのケアの方法の中に、この活

用が考えられるんではないかというふうに思うわけでございます。この

中で、教職員のケアとして考えられるのが、今朝も言ってましたね。第

2次補正予算にも計上してある人的物的体制の緊急整備ということで、

国全体の学習保障に必要な人的物的支援という項目がございまして、教

育体制の緊急整備で、加配教員、学習指導員の大規模追加配置、それか

ら全ての小中高等学校等に対する学校再開支援の措置が掲げてあります。

ここでの、人的体制の整備では、教員加配として、地域の感染状況に応

じて、最終学年を少人数編成し、授業時間を確保し、また学習指導員で

は、地域の感染状況に応じて、学習指導員を追加配置し、学級担任等の

補助を通じてきめ細かな指導を実施したり、今朝の答弁にございました

スクールサポートスタッフの未配置校には1名程度の追加配置を行い、

ということで、20名とかいう答弁があったような気がするんですが、そ
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れを行い、授業準備や保護者への連絡、または健康管理に係る業務を補

助するとしています。 

 いわゆるこうした取り組みが教職員のケアに大いにつながるのではな

いかというふうに私は考えるんですが、このコロナウイルス感染者が出

ていない本市では、先ほど言った地域の感染状況に応じてということが

注釈としてつけられておりますが、そういう中で本市のそれぞれの加配

について、先生であったり、今の学習指導員、スクールサポーターの答

弁がありましたんで、特に先生、教員の加配、ここらあたりはできるの

かできないか、先生のケアとしたら大きく違ってくると思うんで、そこ

らあたりの見解をお願いします。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 教育長 永井初男君。 

○永井教育長  ただいまの秋田議員の御質問、大きく3点あったかと思いますが、ま

ず1点目、学校再開をして、議員おっしゃられますように、学校の教育

活動下において、常に教職員が生徒に関わっておるというのは不可能な

部分がございます。こういったことをカバーするために、先般の文教厚

生常任委員会で報告をさせていただいたところでございますが、今朝ほ

どもありましたように、例えば学校によっては可能であれば廊下を一方

通行にするとか、あるいはそれが難しければ、センターラインを養生テ

ープ等で張ったりとか、あるいは手洗い場所も十分三密を回避というこ

とにいかない場合がありますので、テープ等で待避場所をそれぞれ確認

できるようにテープを張って指示するとか、様々な工夫を学校の中でも

行っているところでございます。 

 また、通学あたりも、いわゆるバス通学あたりは、事前に教職員のほ

うが1台のバスへの乗車の子供たちで十分三密確保ができるかというよ

うなことについても、シミュレーションを行い、最大限の努力をしてき

ておるところでございます。 

 合わせまして、具体的に学校が再開してからの子供たちへの自らを守

る指導等についてでございますが、これも教育活動の様々な場面を利用

しまして、現在指導を行っているところでございます。その中で、午前

中の質問にもありましたが、今一番課題になっておりますのが、いわゆ

る小学校低学年の常時マスクを着用という、このマスクを着用するだけ

で、低学年あたりはかなりしんどさといいますか、苦痛を感じておりま

す。このあたりも今10分、15分ぐらいで授業を細切れに切ったりしまし

て、少し気分転換をしてというようなことの努力をしておりますが、そ

ういったことも含めて、今後も指導のほうを徹底をしていきたいという

ふうに考えておるところでございます。 

 最後3点目、学びの保障総合パッケージでございますが、これについ

ては先ほど議員からもありましたように、加配教員、学習補助員、それ

からスクールサポートスタッフ、大きく3つございます。その中の加配

教員につきましては、どういう形で検討しても本市にはなかなか、まち
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あわない課題がございます。一つには児童生徒数が少ないことによる授

業、加配教員が見つかったとしても、授業時数を十分確保できないとい

ったような、本市独自の課題がありますので、このことについては諦め

とるわけではないんですが、今現在検討中です。 

 そのかわりに、むしろ本市には、学習補助員ですね。本市では長らく

学習補助員という言い方をしてきておりますが、これを午前中も答弁さ

せていただきましたように、現在15名から20人の間で確保できるように、

今努力をしておるところでございます。あわせてスクールサポートスタ

ッフにつきましては、現在3名の配置ができておる状況にございますの

で、これを可能な限り全小中学校へ広げていけるように、現在取り組み

を進めているところでございます。 

 最終的には、これは県の予算との絡みもありますので、人数が確定し

たことは、今日の段階で申し上げることはできないわけですが、そのよ

うな形で今努力をしておりますので、御理解をいただければと思います。 

 よろしくお願いいたします。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  是非ともよろしくお願いいたします。 

 次の質問に移ります。施政方針について4項目質問させていただきま

す。 

 まず1点目として、第2次安芸高田市まち・ひと・しごと創生総合戦

略の確実な事業実施に向けた取り組みについてということでございます。 

 施政方針では、「市民生活の向上を図るためには、総合計画に掲げた

施策の着実な推進とともに、まち・ひと・しごと創生総合戦略による一

体性を持った事業実施により、地域の活性化に傾注する」と述べられて

おられます。この「総合戦略」では、御承知のようにテーマ・取り組み

を一覧表で資料として私たちもいただきましたけれども、その中に、現

状値と数値目標が掲げてあり、確実な事業実施が「安心して住み続けら

れる環境をつくる」ことにつながると私も認識していますが、そのため

にどのような取り組み・対策を講じられるのか見解をお伺いいたします。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 児玉浩君。 

○児 玉 市 長  ただいまの「第2次まち・ひと・しごと創生総合戦略の確実な実施」

についての御質問にお答えいたします。 

 第2次まち・ひと・しごと創生総合戦略は、令和2年度から令和6年度

までの期間に進める、本市の人口減対策や、地方創生のための取り組み

の方向性と目標数値を示したものです。総合戦略の確実な実施のために

は、総合戦略に掲げる取り組みテーマを、各部局の具体的な事業に落と

し込み、フォローしていく必要があると思います。 

 各部局の主要事業の進捗管理については、各部局長と支所長が集ま

る幹部会議で、月に1回行うこととしておりますので、総合戦略に関連
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するもののうち、特に重要な事業の選定、目標の設定を行い、着実に成

果を上げていけるようフォローしていきたいと考えております。 

 御理解賜りますようによろしくお願い申し上げます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  ただいま市長の答弁で、各部局に落とし込むという答弁がございまし

た。私が思うのに、第1次の総合戦略、国においても東京一極集中の是

正とかいうような、大きな見出しでございましたが、それはできていな

いと。それから、本市においても言葉は本当に語弊があるかもしれませ

んが、目に見えてこれで第1次でうまくまちづくりにつながったという

ことも言える、言えないことはないんですが、努力されてるんで。だけ

れども、そういう私の思いの中ではこの第2次は、そうした1次の検証を

もとに作られており、これができると総合計画と一緒に、本当にまちづ

くりが進むという思いで、この質問をさせていただいております。 

 先ほどありました、部局に落とし込むということですが、私はこの確

実な事業実施の取り組みには、やはりおっしゃるように各担当課の横の

連携が重要だと思います。もちろん、現状値から目標値に向かっての取

り組みは、各課ごとの課題だとは思いますが、具体的事業では課をまた

ぐことも考えられますし、今までもそうした取り組みはされてきたかも

しれませんが、やはりさらなる連携を図っていく取り組みがこの確実な

事業実施につながると考えられます。それと同時に、確実な事業実施に

は年度ごとに課題を早く洗い出し、確実にそれを解決していくことが肝

要だと私は思うのですが、見解のほうをお伺いしたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 企画振興部長 猪掛公詩君。 

○猪掛企画振興部長  ただいまの第2次まち・ひと・しごと創生総合戦略についての御質問

でございますけれども、市長の答弁にもありましたように、この中にそ

れぞれ具体的な取り組み、テーマ、それからテーマごとの指標となる数

値、そういったものを載せております。 

 市のほう、各部局の部長等で構成します幹部会議を行っておりまして、

今現在、施政方針、それから今回の肉づけ予算、そういったものを踏ま

えた各部局での年間を通しての仕事目標、というものの選定に入ってお

ります。当然、その仕事目標の中には、このまち・ひと・しごと創生総

合戦略に掲げたテーマに沿ったものを多くあると思いますので、そうい

ったものを重点的なものとして、これは月々の進捗管理をしてまいりま

す。 

 その他のものにつきましても、毎年、どこまでを実現をしていくのか

という目標を立てながら、年々度ごとの進捗管理を行ってまいりたいと

いうふうに考えております。 

 以上でございます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 
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 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  ぜひともそういった取り組みを着実に積んでいただいて、まちづくり

につながるようにお願いしたいと思います。 

 次の質問に移ります。 

 2番目の高齢者・障害者福祉の推進についての見解は、ということで

お伺いいたします。 

 高齢者の状況に応じた支援体制の整備と、自立と社会参加を支援し、

共生社会の実現の必要性について施政方針でも述べられておられますが、

具体的にはどのようなことをお考えかお伺いしたいと思います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 児玉浩君。 

○児 玉 市 長  ただいまの「高齢者・障害者福祉の推進」についての御質問にお答え

いたします。 

 人口減少、少子高齢化が進む中、持続可能な地域社会の形成をするた

めには、子供、高齢者、障害者など、あらゆる住民が役割を持ち、自分

らしく輝いて、ともに地域をつくっていく共生社会の構築が重要だと考

えます。 

 具体的な施策としては、第2次安芸高田市まち・ひと・しごと創生総

合戦略において、高齢者の地域での見守り活動の実施や介護保険サービ

スの周知と適正化、健康づくりと介護予防の推進では、特定健診などの

受診率の向上や保健指導を行い、生活習慣病の重症化を予防してまいり

たいと思っております。 

 また、障害者が地域で安心安全な生活が送ることができるよう、権利

擁護の取り組みや成年後見人制度の有効活用、障害福祉サービスの充実、

就労や活躍する場の確保など、社会参加への支援を行ってまいります。 

 本年度は、親、子供、孫等の多世代で同居する住宅改修に対して、多

世代同居支援事業補助金を新設をし、子育て、介護、買物や通院、何よ

り一緒に住んでいることの安心感など、共に助け合う共助の推進と、定

住を推進する施策も高齢者や障害者の生活支援の一助になるものと考え

ております。 

 御理解賜りますように、よろしくお願い申し上げます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  ただいま答弁いただきました。いろんな施策等を含めて、子供からお

年寄りまでを全体でともに暮らしていく社会を築くというふうに理解し

ました。午前中もございました本市は高齢化率39.4％。特に高齢者・障

害者対策は、やはり重要課題の一つだというふうに認識いたします。 

 これまで、取り組まれた生活支援員制度、先ほど地域での見守りとい

うことがございましたけれども、これに今取り組んでおられますが、や

はりこの制度は私は大事だと思います。この制度を中心とした見守り活

動は特に、地域と連携した取り組みが重要になると思いますが、課題と



81 

して、再度地域の現状把握をするべきでは、と今私は考えます。今年度

の充実強化の取り組みとして、地域連携会議の開催を掲げておられます

が、まさしくこの充実こそが地域課題の解決につながると考えます。 

 また、今年度策定されました、安芸高田市地域福祉計画の確実な実施

による取り組みがこれも重要だと考えます。この福祉計画の基本理念で

ある地域住民が支え合い、助け合い、認め合いながら暮らすことができ

る地域共生社会の実現に向かって、その中に3項目の基本目標達成がご

ざいますが、この達成こそ、福祉の推進につながると考えます。 

 この中にある施策の展開で福祉・介護人材の確保も掲げてあるんです

が、これも大変重要であり、これも大きな本市の課題だと思います。ぜ

ひとも対策に取り組んでいただきたいのですが、見解について伺います。 

 また、障害者福祉の推進については、施政方針で相談支援体制の充実

を掲げておられましたが、私もこれに関わる施策の展開が大事だと思い

ます。ここの課題として、相談支援専門員の不足があると認識させてい

ただいておりますが、この対策についてもどのように考えておられるか、

また将来展望についてはどのような見解かお伺いしたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 福祉保健部長 大田雄司君。 

○大田福祉保健部長  まず1点目、安芸高田市介護人材確保等総合支援協議会を昨年度立ち

上げました。安芸高田市社会福祉協議会が事務局となりまして、福祉介

護人材の安定的な確保、育成、定着に向けた全市的な取り組みの計画、

実施と地域の実情に応じた人材育成を行っております。本年度につきま

しても、さらに充実させて、介護福祉の人材の確保に努めてまいりたい

というふうに考えております。 

 それと、先ほどの障害者の方の相談体制でございます。こちらにつき

ましても、昨年度同様、基幹福祉センターにおきまして、相談体制、基

本的には御不安がある場合につきましては、携帯電話も使って24時間体

制での見守りという形での相談に応じております。この件につきまして

も、充実をさせていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○先 川 議 長  福祉保健部長 大田雄司君。 

○大田福祉保健部長  引き続き、すいません。 

 生活支援員制度につきましての課題でございますけれども、現在生活

支援員制度につきましては、本市の中で、2名の選出という形になって

おります。今後、この生活支援員制度の中で、昨年度取り組ませていた

だきました地域連携会議の中におきまして、様々な御意見を頂いており

ます。地域連携会議の中で、地域の皆さんから頂いとるお声につきまし

ては、それぞれの部局のほうにお返しして、今年度につきましても、地

域に出向いてまいりまして、地域の皆さんの御意見を意見交換を図りな

がら、市の施策に反映させていきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 
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○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  住みよい町の基本の中の一つに、やはり福祉の充実はあると思います。

障害者の充実はあると思います。だからこそ、こういった福祉計画も含

めて着実な実行に向けて、あるいは常日頃の皆さんとの討論も含めて、

しっかり反映していくべきことだと思いますので、よろしくお願いした

いと思います。 

 次の質問に移らさせていただきます。 

 3番目の地産地消行動計画の新たな策定による産直市の消費拡大対策

の検討はできないか、ということでございます。 

 御承知のように、道の駅三矢の里あきたかた開業に伴う消費拡大とし

て、農産物加工品づくりの支援、農畜産物の高付加価値化等により、農

業の発展を目指されておられます。総合戦略では、産直市事業を通じた

地産地消の推進で、販売額をふやし、対策等で農業振興を図るともされ

ています。この実現には小規模生産者の少量多品目生産の向上が大型農

家と同時に重要であると認識しています。 

 こうしたことから、平成23年度から27年度の期間として策定されまし

た地産地消行動計画に今後の農産物生産の向上対策、支援策、集荷体制

等を明記し、現状での課題を再度整理され、農業振興を図られてはどう

かと思うのですが、見解をお伺いいたします。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 児玉浩君。 

○児 玉 市 長  ただいまの「地産地消行動計画の新たな策定による産直市消費拡大対

策」についての質問にお答えをいたします。 

 道の駅あきたかた産直棟「ベジパーク安芸高田」は、小規模農家や兼

業農家等、多様な担い手の活躍の場として位置づけております。第2次

安芸高田市まち・ひと・しごと総合戦略では、産直市事業を通じた地産

地消の推進を取り組み、地産地消拡大を図ることとしております。 

 昨年度、安芸高田市農業振興計画が必要との一般質問もあり、農業振

興に係る基本計画の必要性について認識しております。今後、早い時期

に地産地消も含めた安芸高田市農業振興計画の策定について検討をして

まいりたいと思います。 

 御理解を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  農業振興計画の策定を検討してみるということでございました。昨年

9月だったですかね。前重議員、提案されました。私も農業振興計画も

考えました。だけれども、今の産直市に関わる地産地消という小規模農

家の野菜生産等は、農業振興計画という大きなくくりではなくて、もう

少し小さい地産地消行動計画、これが本当は、それに見合ってるんじゃ

ないかなという思いはしております。 
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 ですが、市の考えとして、大きな感覚で、振興計画を立てられていく

という検討をされることには、本当に賛成をいたしたいというふうに思

います。 

 地産地消行動計画を出させていただいたんで、少し趣旨を話をさせて

もらいますと、御存じとは存じますが、この趣旨は市民や関連機関が行

う地産地消活動を積極的に支援するよう、その計画をまず立てられたと

いうことから始まりまして、これは地域が一体となり、事業の連携を積

み重ねることで、安芸高田市農産物の魅力を高め、その魅力を発信して

いくことで、特色ある地域産品をさらに磨き、この計画の方針として、

生産者と消費者の関係の構築を行い、安定的供給体制を支援することで

安芸高田市農産品ブランドを育成するとされています。 

 こうしたことを踏まえまして、消費に関する現状と課題として、産直

市農産加工品等について、その地産地消行動計画の中に報告がなされて

いますが、その中で出品野菜が季節ごとで偏る傾向があり、消費者から

もっと幅広い品ぞろえをとの要望があり、こうした声に応えるための施

策を検討する必要があります。と課題提起が、これは過去になります。

23年から27年の地産地消計画になりますが、過去においてもそういうこ

とが懸念してございます。 

 それから、なぜこんな質問をさせていただいたかというと、新たに産

直市が開業したことにより、今こそ農産物生産の振興策を図っていくと

いうことが大切だという思いでさせていただいております。 

 午前中、副市長も何か高齢者対策として、産直市に出荷する野菜づく

りによる生きがい対策という話もなさいました。まさしく昔からその話

をずっとさせてきていただいとるんですが、生きがい対策、本当に少量

多品目ですか。それはどこの家でもやっとられます。だけれども、つく

ったものを出荷する体制は、いまだかつてできてないと思うんです。だ

から、そこのところをしっかり組み入れた農業振興計画、明記してある

ことによって、それが一つの道しるべになります。そうしたことの意味

で、きちんとした、そういう振興計画をつくっていただきたいというこ

とで、検討してみるということなので、ぜひともお願いしたいというふ

うに思います。この件について質問は終わります。 

 次の質問に移ります。 

 4番目の小学校の英語教育の外国語サポーター配置について、という

ことでございます。 

 今年度からの5・6年生英語教育の教科化により、学力と学習意欲の向

上につなげるために、外国語サポーターの配置を検討されることを明記

されておられます。このことについて施政方針だったので、まずは市長

の見解と、それから小学校英語教育の現況、今コロナ対策とかいろんな、

学校始まったばっかりのような状況なので、私たちも実はよく分かって

おりません。だから、今の現状と、もしこのサポーター配置という制度

を取り組まれるにあたって、その実施時期であったり、人選等であった
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り、あるいは具体的な内容、どういうことを思っておられるのか、お答

えをいただければと思います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 児玉浩君。 

○児 玉 市 長  ただいまの「小学校の英語教育の外国語サポーター配置」についての

御質問にお答えいたします。 

 本市においては、合併当初から生きた英語に触れる機会として、外国

語指導助手、いわゆるＡＬＴの配置を行い、英語教育の充実に努めてき

たところであります。 

 このたび、新たに外国語サポーターを配置し、本市が外国人の移住・

定住に力を入れている強みを生かした取り組みを、教育分野においても

展開していきたいと考えております。 

 詳しくは教育長に答弁させます。よろしくお願いいたします。 

○先 川 議 長  引き続き、答弁を求めます。 

 教育長 永井初男君。 

○永井教育長  ただいまの「小学校の英語教育の外国語サポーター配置」についての

御質問にお答えをいたします。 

 先ほど市長の答弁にありました、外国語サポーターの配置は、安芸高

田市在住の外国人の方を小学校に派遣し、担任をサポートし、英語の授

業を行うこととしています。合わせて、休憩時間や給食、あるいは清掃

活動など、様々な教育活動においても子供たちとともに活動することで、

子供たちが日常的に英語に触れ、英語を身近に感じ、興味関心を高め、

そのことで英語学習の意欲の向上につなげることを狙いとしています。 

 今年度は、1名のサポーターの配置を考えており、6月後半から1～2校

の小学校に派遣し、2学期以降は市内全ての小学校に派遣する計画とし

ています。 

 御理解を賜りますようお願いを申し上げます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  外国人の移住・定住を生かした取り組みということで、ＡＬＴの活用

ということだと認識しました。 

 実は、昨年12月定例会の一般質問で、教育長覚えていていただいとる

と思うんですが、英語教育における専任教師の配置についての検討はで

きないかという質問をさせていただき、今回施政方針でこういった形で

書かれていたので、あ、ひょっとしたら専任教師の配置を考えていただ

いているのかなという思いがしたんですが、少し違ったようです。 

 ちょっとこれも語弊があるかも分かりませんが、ＡＬＴは既に高宮小

学校も6月だけでも4回も来られているように出ておりましたけれども、

ある教育に携わる人の話を伺ったときに、英語教育に携わっている人の

話では、そういう生の英語を生かした授業では聞いたり話すことはでき

るんだと。しかし、4つあるとしたら、読む、書く、いわゆる文法的な
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ことはやはりそうじゃなくて専門の英語の先生でないと、結構難しいと

ころがあるんではないかと。この辺は語弊がありますよ、そういう言い

方したら。ＡＬＴの先生に対して失礼かもしれませんが。だけれども、

そういう実態、現実もあるということを考えたら、それと昨年も英語の

今のテストですね。統一テストで、英語は安芸高田市少し低かったじゃ

ないですか。そうしたことも踏まえたら、やはり小学校からせっかく英

語をやっていくのなら、文法的なこともやったらどうかということで、

教育長さんそのときの答弁で、文法だけじゃないですよというのをいた

だいたのを覚えてます。 

 だけれども、そういう先進的な英語教育をやろうとしたときには、や

はりそうしたことも考慮した配置、先生の配置も要るんだというふうに

思うんです。それが、最後に12月の定例会でも国の動向を見ながら検討

ということの答弁だったんです。その動向は、さっき加配の話もござい

ましたけれども、そうしたことで取り組むことなんかはできないのかな

とか、そういう思いを自分なりにしておったわけです。 

 だから、要は一番英語教育をしっかり充実していくために、やはりそ

ういった取り組みをしていかなきゃやっていけないんじゃないかなとい

う思いがしておりますんで、私のひとりよがりかも分かりませんが、教

育長の見解を再度お伺いしたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 教育長 永井初男君。 

○永井教育長  ただいまの秋田議員の御質問にお答えをいたします。 

 外国人サポーター配置についての御質問だと受け止めておりましたの

で、少し説明がずれていた部分があるかも分かりませんが、その点につ

いてはおわびをいたします。 

 昨年度、議員に御質問いただいたことは、しっかり覚えております。

それで、今年度コロナの関係でまだ実現はしてないんですが、県が今年

度から外国人を直接雇用し、一人で授業ができる制度というのを新たに

創設をしました。当初は、予算に応じて今年度は県内で8名程度計画を

しておるということでしたが、それに立候補しまして、1名本市も獲得

できたんです。最終的には、今年度は県内5名採用ということを聞いて

おりますが、そのうち1名を獲得できたんです。 

 しかし、コロナの関係で、その外国人の方が来日できない状況がまだ

今日続いておりまして、具体的には今年度は甲田中学校へ配置をする計

画にしておったんですが、来日できないということで、そこは今日本人

の英語の教員で対応しているという状況があります。 

 そういったところで、何とか本市の英語教育の課題を一つずつクリア

できればというふうに考えておるところでございます。 

 それから、英語における文法ということの御指摘でございますが、こ

れも12月の御質問のときにお答えをさせていただいたと思いますが、今

日公教育は議員も御承知いただいておりますように、学習指導要領に基
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づいて指導していくということになっております。 

 私立の学校でありますとか、もっと極端な言い方をしますと、塾あた

りでは、もちろんその考えによって文法等を取り入れた指導ということ

も当然あってしかりだと思いますが、今日の公教育においては、学習指

導要領の中で、まず外国語に慣れる、そういったことを重視して、まず

英会話ですね。会話ができるようにというようなところが、少し今日ク

ローズアップされてきておりまして、なかなか文法を丁寧に指導してい

く必要性というのは現在考えられていないといいますか。そういう状況

にあります。 

 全く必要ないということではなくて、その点については公教育という

ことで、国が示しております学習指導要領に基づいて、実施をしている

ということで、御理解を頂けたらというふうに思います。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  教育長に、本当に熱い答弁をいただいたんですが、私も先走った質問、

確かに文法だけではなくて、そういった話せること聞くことが今必要だ

ということになれば、そうした趣の取り組みをしていただくということ

で理解いたしますし、子供たちがそういう教育の中で、特に外国語に関

してレベルアップすることは、皆同じ気持ちだというふうに思いますん

で、今後教育長さんを中心に、なお一層の取り組みの向上をお願いした

いと思いまして、私の一般質問を終わらせていただきます。 

○先 川 議 長  以上で、秋田雅朝君の質問を終わります。 

 以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

 本日はこれにて散会いたします。 

 次回は、明日6月18日午前10時から再開いたします。 

 御苦労さまでした。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ３時０５分 散会 
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